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工 事 名

1

2

3

4

前払金及び中間払金
について

有田市建設工事等競争契約入札心得の記載事項についての
質疑
項目-10 前払金及び中間前払金について
・中間前払金の請求は工期の２分の１以上を経過してからと
  ありますが工事進捗出来高は関係なくあくまで工期と解釈
  してよろしいですか。
・中間前払金の請求できる金額または限度額をご教示くださ
  い。

特定建設工事共同体
協定書について

１．該当資料：特定建設工事共同企業体協定書
第１９条「この協定書に定めのない事項については，運営委
員会において定めるものとする。」とありますが，運営委員
会において定めた内容は別途，有田市役所経営管理部総務課
管財係様宛に開示する必要はありますでしょうか。

有田市建設工事等競
争契約入札心得につ
いて

２．該当資料：有田市建設工事等競争契約入札心得
１２　その他の必要事項（１）
①「落札者は，入札執行者から交付された契約書の案に記名
押印し，落札者となった旨の通知を受けた日から起算して５
日以内に，これを入札執行者に提出しなければならない。」
とありますが，本契約は公共工事標準請負契約約款に則した
内容のものという解釈でよろしいでしょうか。

有田市公共工事に係る中間前金払取扱要領第３、６条をご参
照ください。金額・限度額につきましては、同じく第５条をご参照
ください。

必要があれば開示を求めます。

建設工事請負契約書（案）をご確認ご参照ください。

部分払いについて

入札公告記載（12）支払条件についての質疑
・部分払いについて５回までとありますが，これは工期中で
  ５回ということでしょうか。また，中間前払金を請求する
  場合の部分払いですが中間前払金の請求後に５回まで可能
  でしょうか。
・部分払いを請求する際の算定方式についてご教示くださ
い。

お見込みのとおりです。請求する際の算定方法につきまして
は、建設工事請負契約書（案）第38条及び第60条をご参照くだ
さい。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -1

A -2

A -3

9

低入札価格調査につ
いて

低入札価格調査につ
いて

お見込みのとおりです。

お見込みのとおりです。

5

6

7

8

有田市建設工事等競
争契約入札心得につ
いて

②①の約款について，公共工事約款にて一般に定める以外に
貴市特約事項がある場合，契約内容について社内で事前に検
討を行いたいため，落札者決定前に契約書（案）をデータ等
で事前にいただくことは可能でしょうか。

別添建設工事請負契約書（案）を確認ください。

低入札価格調査につ
いて

３．該当資料：有田市建設工事等競争契約入札心得
１２　その他の必要事項（２）
①「市議会の議決を要する契約については，仮契約書の案を
提出しなければならない。」とありますが，本案件は当該仮
契約書を事前に締結する対象であるという理解でよろしいで
しょうか。

有田市建設工事等競
争契約入札心得につ
いて

③この仮契約書案は，本契約と同様の内容（公共工事約款に
準じたもの）であり，仮契約締結後，本契約締結時にその内
容が継承されるという解釈でよろしいでしょうか。

低入調査にて
下積もり提出は業者原本提出でよろしいですかまた　原則設
計書（明細）に基づくもので加筆・編集無き明細でよろしい
ですか

低入調査にて
下積もり金額に含まれる法定福利費用は　見積合計のうち
￥○●と記載でよろしいですか

お見込みのとおりです。

お見込みのとおりです。

キシラデコール塗装を見込んでください。

A-2-03-2

設計書 No.12

設計書 No.30

ボーリング柱状図を確認のうえ指定の設計基準強度が確保で
きるように添加量を算定してください。

現場溶接内訳は積算事務所確認。
検査については、完全溶け込み溶接箇所は超音波探傷検査と
してください。

現場溶接 23.8ｍと記載されていますが、シアコネクターの
溶接長と考えても宜しいでしょうか。また、シアコネクター
の溶接でない場合、検査費は見込まなくても宜しいでしょう
か。

【建築工事】

名称㉑木パネル：地場ヒノキｔ30 キシラデコール2回塗りと
表記されていますが、設計書にキシラデコールの明細が見当
たりません、キシラデコール塗装は無しと考えても宜しいで
しょうか。

地盤改良において、固化材の添加量はどの程度見込めば宜し
いでしょうか。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -4

A -5

A -6

A -7

A -8

A -9

A -10

A -11

A -12

A -13

A -14

設計書 No.163

設計書 No.284

設計書 No.317,319

A-8-02-3

A-8-02-1

A-9-04-2､3

設計書 No.41

設計書 No.41

工事説明書 No.41

設計書 No.50

A-8-02-1､2､3

エキスパンションジョイント金物との誤表記です。

同等の機能で適合する金物を採用してください。
また、木製建具の枠形状　枠3→枠7 に読み換えてください。

上下可動式ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ(片面五線入)の誤表記です。

スチールに変更します。
後日追加図面を提出します。

スタックラインSR1型（四国化成）同等品とします。
PRO-FIT

よろしいです。

よろしいです。

本工事に含みます。

非加流ブチルゴム系止水材とします。

アルウィトラD-30（ABC商会）同等品とします。

H＝2400に読み換えてください。

引違い木製建具の金物にTYPE11、TYPE13が使われています
が、引違い木製建具にTYPE11、TYPE13は取り付けられないと
思われます。建具リストの建具金物を変更しても宜しいで
しょうか。

入) 2か所 はどの様な物でしょうか。ご教示ねがいます。

武道場手摺　ｱﾙﾐ製 H1600 平部 と表記されていますが、ア
ルミ手摺の詳細図をご提示願います。

ゲートのメーカー及び品番をご提示願います。

木製建具の材質が構造用合板となっていますが、施工時期に
材料を確保出来ない可能性があります。構造用合板をシナ合
板ｔ4.0に変更できないでしょうか。

設計書にEXP.Jの明細が見当たりません、EXP.Jは別途工事と
考えても宜しいでしょうか。

止水板の仕様についてご指示願います。

床立上りアルミ製水切の仕様についてご指示願います。

標準金物リスト TYPE11の自閉装置がニュースター5型となっ
ていますが、故障が多い金物なので、ダイケン スライデッ
クス 傾斜タイプ(自閉式)に変更しても宜しいでしょうか。

室外機置場 アルミ目隠しルーバー L=10615 H=4000 3ヶ所
が見当たりません、どこに使われているのか、ご教示願いま
す。

物 1式 はどの様な物でしょうか。ご教示ねがいます。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -15

A -16

A -17

A -18

A -19

A -20

A -21

A -22

設計書 No.83

設計書 No.159

設計書 No.83

A-1-11-6

A-2-03-1

A-8-02-1

A-8-02-1、2

―

よろしいです。

標準金物リストを正とします。

よろしいです。

タイガースクエアートンとします。

その通りです。

ｔ9.0の一般普及品とします。

防火材料の指定はありません。
ジムウォール（北海道パーケット）同等品とします。

後日追加図面を提示します。

後日追加図面を提示します。

LIXILにご確認下さい。
連絡先：

壁 不燃有孔板t8は有孔ケイカル板でしょうか。

有孔OSB板ｔ10のメーカー及び品番をご教示願います。

TYPE13のアルミPLｔ3加工アルマイトとはどの様なもので
しょうか、メーカー及び品番等をご指示願います。

建具リストの建具金物覧に表記されているTYPE11、TTYPE13
の後ろに引違い錠と書かれている所と書かれてない所が有り
ます。建具リストの建具金物覧と標準金物リストのどちらを
採用すれば宜しいでしょうか。

建具の鍵にディンプルキーは無いものと考えても宜しいで
しょうか。

吸音化粧石膏ボードは、タイガースクエアトーン、ニュータ
イガートーンのどちらで考えれば宜しいでしょうか。

卓球場、武道場壁の天然木複合壁材は、不燃･準不燃の指定
は無いと考えても宜しいでしょうか。また、材料の参考メー
カー等が有りましたら御教示ください。

㉑木ﾊﾟﾈﾙ：地場ヒノキは、和歌山では巾300㎜を越える材料
の調達は大変難しいです。木ﾊﾟﾈﾙは巾300㎜までの組み合わ
せと考えても宜しいでしょうか。

体育館防護柵の取付方法・固定方法･形状等を御指示願いま
す。

木材の幅及び長さが分かる図面が有ればご提示願います。

設計書 No.242

A-9-02-2
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -23

A -24

A -25

A -26

A -27

A -28

A -29

A -30

設計書 No.49

設計書 No.49

設計書 No.49

設計書 No.212

設計書 No.242

設計書 No.50

設計書 No.212

設計書 No.212

電気工事とし、建築工事から削除します。

床立上り ｱﾙﾐ製水切りの形状が分かる図面をご提示願いま
す。

一面ポール時計 φ1800と表記されていますが、φ1800をφ
750と読み替えても宜しいでしょうか。

ﾃﾗｽ床立上り ｱﾙﾐ製水切りの形状が分かる図面をご提示願い
ます。

室外機置場 ｱﾙﾐ目隠しﾙｰﾊﾞｰ小口ﾌｻｷﾞ はどの様な物でしょう
か。詳細図をご提示願います。

掲示壁見切り ｱﾙﾐ製 ﾊｯﾄ型について、製作金物である場合
は、厚み･寸法等を、既製品の場合はメーカー･品番等をご指
示願います。

屋上落下防止手摺の取付場所、取付方法が分かる図面をご提
示願います。

ｼｬﾜｰユニット額縁は樹脂・木製のどちらで考えたら宜しいで
しょうか。

天井の木ルーバーは　幅450*厚み20が調達できないので、幅
150*厚み20、3枚突き付けとしても宜しいでしょうか。

屋上ｽﾛｰﾌﾟ手摺の取付場所、取付方法が分かる図面をご提示
願います。

屋上ｽﾛｰﾌﾟ手摺は手摺子は無しと考えても宜しいでしょう
か。また、取付方法等が分かる図面をご提示願います。

設計書 No.280

工事説明書 No.86

樹脂製とします。

ｔ15針葉樹合板+突板（紀州材）練り付けに変更します。

質疑NO.A-6による。

質疑NO.A-6による。

小口塞ぎはは取止めとします。

追加図面を提出します。

追加図面を提出します。

追加図面を提出します。

アルミWTM-9（創建）同等品とします。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -31

A -32

A -33

A -34

A -35

A -36

A -37

A -38

A -39

A -40

ｷﾞｬﾗﾘｰ手摺のメーカー名、品番等を御指示願います。

設計書 No.214

設計書 No.214

設計書 No.214

設計書 No.284

舞台手摺は手摺子は無しと考えても宜しいでしょうか。ま
た、取付方法等が分かる図面をご提示願います。

舞台ｽﾛｰﾌﾟ手摺は手摺子は無しと考えても宜しいでしょう
か。また、取付方法等が分かる図面をご提示願います。

武道場手摺 ｱﾙﾐ製 H1600 平部のメーカー名、品番等を御指
示願います。

武道場手摺 ｱﾙﾐ製 H1600 平部の取付場所､取付方法等が分か
る図面をご提示願います。

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋新設 W600 T-14のメーカー名及び品番をご指示願
います。

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋新設 W600 T-14の取付場所が分かる図面をご提示
願います。

設計書 No.284

設計書 No.323

設計書 No.323

山留め等仮設物は地中に残置できるものと考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

―

土壌汚染は無いものと考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

S-003
A-3-02-1

底盤下の地業について、PF板t30+捨ｺﾝt50+砕石t60の下に地
盤改良と考えて宜しいでしょうか。また、大階段下及びﾌﾞﾘｯ
ｼﾞ下部の接続躯体の床下は意匠図より砕石t150と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい｡

後日追加図面を提示します。

後日追加図面を提示します。

後日追加図面を提示します。

後日追加図面を提示します。

後日追加図面を提示します。

数量　1.1m →12.0m に読み換えてください。
スチール製溶融亜鉛メッキ処理 ボルト止め 一般普及品としま
す。

A-13-03-1 左下に記載の
グレーチング蓋新設（T-14）のL＝1100 → L=11000 に読み換
えてください。

原則撤去してください。
施工上やむを得ない場合に限り監督員と協議を行い決定する
こととします。

よろしいです。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -41

A -42

A -43

A -44

A -45

A -46

A -47

A -48

A -49

A -50

S-004

ﾋﾟｯﾄ内ｺﾝｸﾘｰﾄ充填について、無筋にてｺﾝｸﾘｰﾄ打ちと考えて宜
しいでしょうか。御指示ください。

A-2-04-2
S-011

大階段下部躯体について、1階床(FS101)の天端はFL-200と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡

A-1-02-1

A-1-02-2

特記2 8.3
ALCの厚みについて､t150のみが適用となっておりますが､A-
4-04-2図よりt100も適応と考えて宜しいでしょうか｡御指示
ください｡

S-a02

特記仕様書(2)4.20ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄについて、教室棟の基礎梁幅が
多く80cmが用いられていますが、ﾏｽｺﾝｸﾘｰﾄの適用は不要と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡

A12通り横の室外機置場について、伏図にて柱型のような図
示がありますが、礎柱詳細が不明です。御指示下さい。

S-006

2階伏図について、X1-X2/Y8-Y9のｽﾗﾌﾞ符号が不明です。DS2
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

S-003

地盤改良の配合量について、配合試験によるとありますが、
見積もり上100kg/m3の配合と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい｡

S-047

教室棟及びﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ柱ﾘｽﾄについて、ﾌｰﾌﾟ筋は溶接閉鎖です
が、仕口ﾌｰﾌﾟはﾀｶﾞ型と考えて宜しいでしょうか。御指示く
ださい。

A-2-04-2
S-011

ﾌﾞﾘｯｼﾞ下部躯体について、1階床(FS201)の天端はFL-200と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡

特記1 25
施工見本について、検証が必要な部分に必要と記載がありま
すが､具体的な内容を御指示ください｡

質疑NO.A-2による。

仕口フープも溶接閉鎖としてください。

FL-1570です。

マスコンクリートの適用は不要と考えてください。

S-082図を参照ください。

DS2と考えて宜しいです。

無筋コンクリートと考えて宜しいです。

FL-1570です。

体育館壁面ルーバー

よろしいです。
t100の範囲はブリッジの外壁とします。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -51

A -52

A -53

A -54

A -55

A -56

床ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷの鋼製下地仕様が不明です。御指示ください｡

A-1-02-3

特記3 9.1
防水仕様にB-1が適用となっておりますが､屋上･ﾃﾗｽでB-1に
該当する防水範囲が見受けられません｡B-1は適用ないものと
考えて宜しいでしょうか。
又、下記範囲のｱｽﾌｧﾙﾄ防水仕様を御指示ください｡
□体育館棟5F屋上:
 断熱ｱｽﾌｧﾙﾄ防水(保護ｺﾝ有)
□体育館棟棟ﾃﾗｽ･室外機置場:
 軽歩行用保護材付
 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水（断熱材･保護ｺﾝ無し）
□やまのﾃﾗｽ､ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟･教室棟ﾃﾗｽ:
 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

A-1-02-3

特記3 9.1
防水乾式保護板の仕様が不明です。御指示ください｡

―

下記項目のﾒｰｶｰ品番を御指示ください｡
□教室棟･ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟ﾃﾗｽ及びやまのﾃﾗｽ床:
 ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ(A-3-01-1.3-01-2.3-02-1)
□教室棟･ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟階段床:ﾃﾞｯｷ材
 (A-4-02-1)
□緩降機(A-2-01-4～6)
□屋外用消火器ﾎﾞｯｸｽ（A-9-01-3)
□階段ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟﾀｲﾙ（A-4-03-1.2）

A-3-01-1
A-3-01-2
A-3-02-1

A-1-02-2

特記2 8.3
ALCの取付金物に耐火被覆の記載がありますが､外壁ALCの取
付金物(開口補強金物･足元金物含む)には耐火被覆(吹付ﾛｯｸ
ｳｰﾙ t25)を見込んで宜しいでしょうか｡御指示ください｡

―

外壁～ｽﾗﾌﾞ/ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ取り合いの層間塞ぎについては下記の様
に考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡
□ｽﾗﾌﾞ取り合い:W50×H150
□ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ取り合い：W100×H150

よろしいです。

よろしいです。

□体育館棟5F屋上:BI-1
□体育館棟棟ﾃﾗｽ･室外機置場:B-1（保護コン→軽歩行用保
護材）
□やまのﾃﾗｽ､ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟･教室棟ﾃﾗｽ:B-1（保護コン→デッ
キ材）

押出成形セメント板：Ⅰ類としてください。

□教室棟･ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟ﾃﾗｽ及びやまのﾃﾗｽ床:
 　145×30遮熱仕様 ｴｺﾛｯｶ(ｴｱｳｫｰﾀｰｴｺﾛｯｶ）同等品
□教室棟･ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟階段床:ﾃﾞｯｷ材
　 145×20遮熱仕様 ｴｺﾛｯｶ(ｴｱｳｫｰﾀｰｴｺﾛｯｶ）同等品
□緩降機：オリロー D型SUS格納箱
□屋外用消火器ﾎﾞｯｸｽ：UFB-3S-3028-HLN(ユニオン)同等品
□階段ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟﾀｲﾙ：ラブタイル（アサヒクリエイト)同等品

鋼製根太 シングル工法(ｴｱｳｫｰﾀｰｴｺﾛｯｶ）同等品
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -57

A -58

A -59

A -60

A -61

A -62

A -63

A -64

階段の蹴上ﾌﾟﾚｰﾄにﾌｯ素樹脂塗装と記載がありますが､その他
露出鉄部面は､A-1-11-1の仕上表より全てｼﾘｺﾝ樹脂塗装で宜
しいでしょうか｡御指示ください｡

―

屋上防水の押えｺﾝｸﾘｰﾄ内には溶接金網 φ6 100×100を見込
んで宜しいでしょうか｡御指示ください｡

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟の階段詳細図に図示の手摺詳細は､各棟の屋外階
段･ﾃﾞｯｷ廻り手摺に共通する詳細図と考えて宜しいでしょう
か｡
上記で正の場合､手摺鉄部の塗装仕様が下記の様に相違しま
す。ｼﾘｺﾝ樹脂塗装が正と考えて宜しいでしょうか｡御指示く
ださい｡
□矩計図:ｼﾘｺﾝ樹脂塗装
□階段詳細図:SOP

A-4-01-1
A-4-02-1

A-4-03-1.2

確認となりますが､A-4-03-1のY8通り外壁側を除き､階段手摺
は基本的に外壁に面する側にも外周部同様のｽﾃﾝﾚｽﾒｯｼｭ手摺
を施工するものと考えて宜しいでしょうか｡
壁付手摺のみ等となる場合は範囲及び手摺詳細を御指示くだ
さい｡

A-4-02-1

階段の踏み板ﾃﾞｯｷ材の下地鋼製根太 t1.6と記載があります
が、部材のｻｲｽﾞや納まりが不明です。御指示ください｡

A-1-02-3

特記3 9.3
ｼｰﾄ防水の施工箇所に箱樋と記載がありますが､適用となって
いる絶縁ｼｰﾄ･脱気装置は不要と考えて宜しいでしょうか｡御
指示ください｡

―

屋外の露出鉄部は特記なき限り溶融亜鉛ﾒｯｷ処理が必要と考
えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-4-02-1

A-4-01-1
A-4-02-1

A-4-03-1.2

A-4-02-1

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟の階段詳細図に段床廻り詳細図がございますが､
こちらは教室棟の屋外階段にも共通する詳細図と考えて宜し
いでしょうか｡御指示ください｡

よろしいです。

その通りです。
メッキの仕様はS-01、S-02の4.(3)(e)(f)、4.(4)を参照ください。

よろしいです。

階段廻りは共通です。
テラス廻りは下記の仕様です。
ｽﾁｰﾙ製 持出し型 H1500
手摺笠木:St FB-9×65
手摺支柱:St FB-12×100@960
手摺笠木(支柱付):St FB-9×50
取付金物:Stφ10@960
外面ｽﾃﾝﾚｽﾒｯｼｭ張り
塗装はシリコン樹脂塗装とします。

外壁に面する部分はステンレスメッシュを無しとします。

角鋼 25×150×t1.6としてください。

よろしいです。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -65

A -66

A -67

A -68

A -69

A -70

A -71

A -72

A -73

A -74

A-9-04-3

やまのﾃﾗｽ EXP.Jの詳細番号にA1と記載がありますが、B1が
正と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

―

竪樋について、1FL以降の排水経路及び埋設管仕様が不明で
す。特記なき限り最寄り雨水枡・排水溝迄､竪樋同径の埋設
管(VP管)を見込んで宜しいでしょうか｡御指示ください｡

―
屋上又はﾃﾗｽ迄の竪樋落ち口にはPC 既製品 300角程度の樋受
け石を見込んで宜しいでしょうか｡

A-11-01-1

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰと教室棟間の屋外範囲に凡例【F-151-594】と記載
がありますが、家具図では該当する家具が見受けられませ
ん。不要な凡例と考えて宜しいでしょうか｡
必要な場合は家具詳細を御指示ください｡

A-1-11-1
A-1-02-5

仕上表において、外壁仕上に弾性吹付塗装と記載があります
が、特記では防水形複層塗材Eのみが適用となっておりま
す。弾性吹付塗装は全て防水形複層塗材Eの事と考えて宜し
いでしょうか｡御指示ください｡

―

雨水排水について、各棟立面図一部に竪樋の図示が見受けら
れますが、全体的なﾄﾞﾚｲﾝ･竪樋の配置や経路が不明確です。
配置・経路・仕様及びｻｲｽﾞ等の分かる雨水排水詳細図を御指
示ください｡

A-9-04-1
外壁EXP.J金物について、詳細及び設置範囲の分かるｷｰﾌﾟﾗﾝ･
立面図図を御指示ください｡

―

外部軒天井と外壁の取り合いにEXP-J金物の図示が見受けら
れませんが、不要と考えて宜しいでしょうか｡必要な場合は
仕様及び設置範囲を御指示ください｡

―
屋外打放補修面の増打はt20と考えて宜しいでしょうか｡御指
示ください｡

A-6-01-1

凡例dの木毛ｾﾒﾝﾄ板に仕上塗装等の記載がありませんが、素
地で宜しいでしょうか｡仕上げ有の場合は仕様を御指示くだ
さい｡

よろしいです。

後日追加図面を提示します。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

後日追加図面を提示します。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -75

A -76

A -77

A -78

A -79

A -80

A -81

A -82

A -83

A -84

A -85

A-6-01-1

駐車場/ﾌﾞﾘｯｼﾞ/大階段下部の天井がｽﾘｯﾄ貼の木毛ｾﾒﾝﾄ板仕上
となっておりますが､天井は一般仕様のLGS下地と考えて宜し
いでしょうか｡
特殊な仕様である場合や塗装等が必要な場合は詳細を御指示
ください｡

A-6-01-1

駐車場/ﾌﾞﾘｯｼﾞ/大階段下部の天井がｽﾘｯﾄ貼の木毛ｾﾒﾝﾄ板仕上
となっておりますが､天井内のﾃﾞｯｷ裏面はﾃﾞｯｷ表しで塗装仕
上は不要と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-9-03-1～3
屋根軒樋部分にﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ及びｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管の記載があります
が､設置範囲が不明です。御指示ください｡

A-2-01-4.6.7
屋根にﾊﾄｺｯﾄと記載がありますが、屋根金属板取り合い部の
納まり詳細を御指示ください｡

A-3-03-5

ALC壁面のAW上端にｱﾙﾐ PL-3.0の記載がありますが､AW縦端部
にも必要と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

外壁ALCの梁貫通部には溶融亜鉛ﾒｯｷ PL-6.0+ｼﾘｺﾝ樹脂塗装の
塞ぎ板を見込んで宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-9-05-2

ALC壁面のAW上端にｱﾙﾐ PL-3.0の記載がありますが､図中のAW
以外にも同様のｱﾙﾐPLが必要と考えて宜しいでしょうか｡御指
示ください｡

A-9-05-2

A-2-01-4.6.7
各棟屋根軒先側金属屋根の下り棟仕様及び納まりが不明で
す。御指示ください｡

A-9-03-1～3
屋根軒樋部のｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管について、設置位置はﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ同位
置と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-9-03-1～3

屋根軒裏の高圧木毛ｾﾒﾝﾄ板に仕上げの記載がありませんが、
素地で宜しいでしょうか｡仕上げ有の場合は仕様を御指示く
ださい｡

A-2-01-4.6.7
各棟金属屋根の水勾配切り替え部の実線表記部分に屋根役物
が必要と思われます。仕様及び納まりを御指示ください｡

ありません。

後日追加図面を提示します。

よろしいです。

よろしいです。

後日追加図面を提示します。

後日追加図面を提示します。

よろしいです。

シリコン樹脂塗装とします。

よろしいです。

後日追加図面を提示します。

後日追加図面を提示します。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -86

A -87

A -88

A -89

A -90

A -91

A -92

A -93

A -94
A-3-03-1
A-6-01-5

屋根軒裏鉄骨下地の仕上が下記の様に相違します。天井伏図
が正と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡
□矩計図:耐火塗装
□天井伏図:溶融亜鉛ﾒｯｷ+ｼﾘｺﾝ樹脂塗装

A-5-07-2

駐車場床の一部にｽﾃﾝﾚｽ床見切の記載がありますが、他の施
工範囲が不明確です。A-13-01-1 外構図の土間ｺﾝｸﾘｰﾄ取り合
いを除くすべての舗装取り合いに必要と考えて宜しいでしょ
うか｡御指示ください｡

A-5-07-1

駐輪場に破線で駐輪区画の図示が見受けられますが､ﾗｲﾝ引き
は不要又は別途工事と考えて宜しいでしょうか｡本工事の場
合は仕様及び巾を御指示ください｡

A-3-03-3

駐車場の天井がｽﾘｯﾄ貼の木毛ｾﾒﾝﾄ板仕上となっております
が､天井懐内の外壁ALC面は素地仕上と考えて宜しいでしょう
か｡仕上が必要な場合は仕様を御指示ください｡

A-5-08-2

平面詳細図の図示より外壁ALC版の出隅ｺｰﾅｰ部は勝ち負け有
りの突き付け納まりと考えて宜しいでしょうか｡御指示くだ
さい｡

A-5-07-1

駐車場の天井木毛ｾﾒﾝﾄ板と外壁の取り合いに廻り縁は不要と
考えて宜しいでしょうか｡必要な場合は仕様及び納まりを御
指示ください｡

A-9-03-3

屋根下地の木毛ｾﾒﾝﾄ板に塗装と記載がありますが､露出とな
らない範囲ですので不要と考えて宜しいでしょうか｡必要な
場合は塗装の仕様を御指示ください｡

X1-2通り間の1F ALC外壁足元に立上りRCの様な図示がありま
すが､1F ALC外壁の足元には全てH300の立上りRC（打放補修+
外壁同仕上仕上)を見込んで宜しいでしょうか｡御指示くださ
い｡

A-3-03-3

体育館棟 X2通りの外壁ALC下端に見切金物等の図示が見受け
られませんが、他の範囲も含め外壁ALC下端にはｱﾙﾐ 既製品
水切(ALC t150の場合はW200､ALC t100の場合はW150)を見込
んで宜しいでしょうか｡御指示ください｡
ﾒｰｶｰ品番等ございましたら併せて御指示ください｡

A-3-03-5

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

廃瓦骨材利用保水性舗装と土間コンクリートとの取合部とします。

不要です。

懐内も外壁と同仕様で塗装します。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -95

A -96

A -97

A -98

A -99

A -100

A -101

A -102

A -103

A-3-03-2

5F屋上の武道場外壁足元に立上りRCの図示がありますが､Y6
通りの外壁ALC足元部分については屋上防水の立上げ高さを
5FL迄と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-3-03-2

5F屋上 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ部に乾式保護板の図示がありますが､武道場
外壁足元には保護板の図示が見受けられません。ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠
木範囲のみに乾式保護板が必要と考えて宜しいでしょうか｡
御指示ください｡

GL+20288部分の屋根について､軒樋の仕様及び竪樋の仕様･ｻｲ
ｽﾞ･本数､排水経路を御指示ください｡

A-3-03-5
GL+20288部分の屋根について､軒樋の仕様及び竪樋の仕様･ｻｲ
ｽﾞ･本数､排水経路を御指示ください｡

A-3-03-5
GL+20288部分の屋根について､周囲立上げの外壁ALCと取り合
う金属屋根端部の仕上納まりが不明です。御指示ください｡

A-3-03-5

5F屋上 X1通り側のALC外壁足元について、立上りRC等の図示
がなく､床防水立上げ部の納まりが不明です。御指示くださ
い｡

A-3-03-3

駐車場廻りの外壁仕上に浸透防水型複層塗材Eと記載があり
ますが、特記では防水形複層塗材Eのみが適応となっており
ます。浸透防水型複層塗材Eは防水形複層塗材Eの事を示すと
考えて宜しいでしょうか｡
不可の場合、浸透防水型複層塗材Eの仕上範囲が不明確で
す。ﾒｰｶｰ品番と併せて御指示ください｡

A-3-03-5

GL+20288部分の屋根について､外壁ALC頂部に笠木の図示があ
りますが､笠木は既製品ｱﾙﾐ笠木と考えて宜しいでしょうか｡
また、軒樋範囲を除く三面を同様の納まりと考えて宜しいで
しょうか｡併せて御指示ください｡

A-3-03-5

GL+20288部分の屋根について､屋根軒先部分の仕上げ納まり
を御指示ください｡

A-3-03-5

よろしいです。

よろしいです。

後日追加図面を提示します。
協力業者(一原産業)と協議していますのでお問い合わせくださ
い。

前述

前述

前述

H300で立上りは設けます。

よろしいです。

立上り部は露出防水とします。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -104

A -105

A -106

A -107

A -108

A -109

A -110

A -111

A-5-11-3
5F屋上のﾒｯｼｭﾌｪﾝｽに一部扉の図示がありますが､仕様はﾌｪﾝｽ
同仕様と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-3-03-2
A-5-11-3

5F屋上のｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ足元の納まりについて､矩計図では屋上押
えｺﾝｸﾘｰﾄ面にﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ直付けとする図示となっております
が､平面詳細図ではRC基礎がある様な図示となっておりま
す。平面詳細図より押えｺﾝｸﾘｰﾄ立上げのRC基礎 W450×D450
×H200を見込んで宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-3-03-2
A-5-11-3

5F屋上のﾒｯｼｭﾌｪﾝｽについて､平面詳細図ではH1000 RC基礎有
りで記載がありますが、矩計図では基礎の図示がなくﾌｪﾝｽも
H1100と記載されており相違します。平面詳細図を正と考え
て宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-5-11-3
5F屋上のﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ基礎は押えｺﾝｸﾘｰﾄ立上げのRC基礎と考えて
宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-5-11-3
5F屋上 避雷針基礎の詳細図が不明です。H200 押えｺﾝｸﾘｰﾄ立
上げのRC基礎と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

上記に関連し、発電機基礎についても150×150 RCｱｺﾞ塗膜防
水仕上の躯体立上げ基礎と考えて宜しいでしょうか｡御指示
ください｡

A-3-03-2
A-5-11-3

5F屋上ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰの下地鉄骨について､各部の部材が不明で
す。御指示ください｡

A-3-03-2
A-5-11-3

5F屋上のｷｭｰﾋﾞｸﾙ基礎について、矩計図では押えｺﾝｸﾘｰﾄ立上
げの基礎の様な図示となっております､平面詳細図ではｱｺﾞ付
の記載の様な図示となっており相違します。平面詳細図より
RCｱｺﾞ付の基礎とし､詳細は下記の様に考えて宜しいでしょう
か｡御指示ください｡
□RCｱｺﾞ 150×150 躯体立上げ基礎
□天端･鼻先:塗膜防水仕上 ｳﾚﾀﾝ系 X-2
□基礎廻りは乾式保護板無し
□立上り：床面よりH500迄
 屋上ｱｽﾌｧﾙﾄ防水立上げ
 以降は塗膜防水仕上 ｳﾚﾀﾝ系 X-2

A-5-11-3

追加図面を提出します。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

RC基礎の立上り高さはS-103参照ください。

S-103図の通りです。

追加図面を提出します。

追加図面を提出します。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -112

A -113

A -114

A -115

A -116

A -117

A -118

A -119

A-3-03-2
5F屋上のﾌｧｲﾝﾌﾛｱについて､床下地鋼材下に立上りRCの図示が
見受けられますが､設置位置･ｻｲｽﾞ･仕上げが不明確です。御
指示ください｡

5F屋上のﾌｧｲﾝﾌﾛｱの施工範囲について､X3-8通りの武道場前の
床は矩計図(A-3-03-2)ではﾌｧﾝﾌﾛｱの記載がありますが､平面
詳細図では図示が見受けられません。平面詳細図にて床材の
図示がある範囲のみが施工範囲と考えて宜しいでしょうか｡
不可の場合は施工範囲を御指示ください｡

A-3-03-2
5F屋上のﾌｧｲﾝﾌﾛｱについて､床下地の鋼材は全て溶融亜鉛ﾒｯｷ
素地仕上と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-3-03-2
5F屋上のﾌｧｲﾝﾌﾛｱについて､床下地鋼材下に立上りRCの図示が
見受けられますが､設置位置･ｻｲｽﾞが不明確です。

A-5-11-3
A-3-03-2

A-3-03-5
5F屋上のﾌｧｲﾝﾌﾛｱについて､床下地鋼材下に束材の図示があり
ますが､仕様が不明です。御指示ください｡

5F屋上 X2Y8-9通り部分に5FL-250～5FL+450迄の段床がござ
いますが、段床部分の仕上げ及び納まり詳細が不明です。御
指示ください｡

A-3-03-2
A-5-11-3

5F屋上 ｷｭｰﾋﾞｸﾙ置場に平面詳細図ではﾌｧｲﾝﾌﾛｱの記載があり
ますが､矩計図では図示がなく相違します。平面詳細図より
5FL-20の位置にﾌｧｲﾝﾌﾛｱを見込んで宜しいでしょうか｡御指示
ください｡

A-5-11-3

5F屋上 武道場前のﾌｧｲﾝﾌﾛｱ端部に図示のある下図が何を示す
図示か不明です。図示の仕様を御指示ください｡

A-5-11-3

よろしいです。

よろしいです。

追加図面を提出します。

H-100×100×6×8　溶融亜鉛メッキ処理

前述

ファインフロアーを見込んでください。
設置高さはキュービクル基礎上に設置です。

ファインフロアーと押えコンとの段差解消のステップです。
押えコンを立上げとします。

押えコンを階段状に立ち上げます。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -120

A -121

A -122

A -123

A -124

A -125

A -126

A -127

A -128

A -129

A-5-08-5
A-5-09-2
A-5-10-1

2～4Fﾃﾗｽの天井が直天となっておりますが､天井仕上が天井
伏図に記載されておりません。天井凡例jと考えて宜しいで
しょうか｡御指示ください｡

―
2～4Fﾃﾗｽ廻りの手摺は全てｽﾗﾌﾞ小口面付手摺と考えて宜しい
でしょうか｡御指示ください｡

A-3-03-5
A-5-10-1

平面詳細図では4Fにﾃﾗｽがございますが､矩計図ではﾃﾗｽがな
く相違します。平面詳細図が正と考えて宜しいでしょうか｡
また、ﾃﾗｽの仕上げは3Fﾃﾗｽに同じと考えて宜しいでしょう
か｡併せて御指示ください｡

A-3-03-5
A-5-10-2

矩計図において､3Fﾃﾗｽの床に軽歩行用保護材ｱｽﾌｧﾙﾄ防水と記
載がありますが､外壁ALC側の立上り部や手摺足元廻りの仕上
納まりが不明です。御指示ください｡

A-5-08-5
A-5-09-2

2.4Fﾃﾗｽ床の防水仕様や仕上･立上り部の納まりが不明です。
3Fﾃﾗｽに同じと考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-5-11-3
5F屋上 ｽﾛｰﾌﾟ部に手摺 H800と記載がありますが､仕様が不明
です。御指示ください｡

A-3-03-5
5F屋上 ｽﾛｰﾌﾟ部に手摺 H800と記載がありますが､仕様が不明
です。御指示ください｡

A-5-11-3

5F屋上にL8400のｽﾛｰﾌﾟが記載されておりますが､下記不明点
を御指示ください｡
1.ｽﾛｰﾌﾟ床の仕様が不明です。
 御指示ください｡
2.手摺の様な図示がありますが､仕様
 H寸法を御指示ください｡

A-5-11-3
5F屋上 ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝのｻｲｽﾞが不明です。御指示ください｡

A-5-11-3

5F屋上 X2/Y6-7通りのﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ廻りに落下防止手摺と記載が
ありますが､仕様が不明です。御指示ください｡

スロープ床：ファインフロアーE型 Ｈ６０
手摺：屋外階段手摺と同仕様

Φ150とします。

屋外階段と同仕様です。

質疑NO.A-120による。

同上

よろしいです。

コンクリート+アスファルト防水H300立上げ、
ALC板取合アルミ製水切り

よろしいです。

天井伏図凡例ｈとします。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -130

A -131

A -132

A -133

A -134

A -135

A -136

A -137

A -138 A-5-08-5

2F 北側屋外室外機置場について､ﾙｰﾊﾞｰ足元に基礎の様な図
示がある部分とない部分があり柱脚廻りの納まりが不明で
す。床防水取合いの仕上げ納まりも含め､柱脚廻りの詳細図
を御指示ください｡

A-5-08-5
2F屋外室外機置場について､寸法の記載がない基礎がありま
すが､ｻｲｽﾞは6600×1200×H150と考えて宜しいでしょうか｡御
指示ください｡

A-2-01-3
A-5-08-5

2F 北側屋外室外機置場について､設備基礎の設置地やｻｲｽﾞが
平面詳細図と平面図で相違します。平面詳細図が正と考えて
宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-3-03-2

2F 北側屋外室外機置場ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰの下地鉄骨について､各部の
部材が不明です。御指示ください｡

A-6-01-2
A-3-03-2

2F屋外室外機置場 天井の梁型について､天井伏図では凡例h
と記載があり､梁部は耐火塗装となっておりますが､矩計図で
はﾛｯｸｳｰﾙ吹付となっており相違します。矩計図を正とし､天
井伏せ図の凡例は凡例iに読み替えと考えて宜しいでしょう
か｡御指示ください｡

A-5-8-5

2F屋外室外機置場について､外壁ALC側の立上り部やﾙｰﾊﾞｰ側
足元廻りの仕上納まりが不明です。御指示ください｡

A-5-08-5･6

2F屋外室外機置場について､床面が軽歩行用保護材ｱｽﾌｧﾙﾄ防
水となておりますが､設備基礎部分の仕上及び納まりが不明
です。御指示ください｡

―

2～4Fﾃﾗｽ及び2F屋外室外機置場にﾄﾞﾚｲﾝ・排水溝等が見受け
られませんが､不要と考えて宜しいでしょうか｡必要な場合は
設置範囲及び各々の仕様･ｻｲｽﾞ･排水経路を御指示ください｡

A-2-01-3

2F屋外室外機置場について､当該範囲の矩計図がA-3-03-2の
屋外室外機置場(2)のみですが､屋外室外機置場(1)に関して
も同納まりと考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

必要です。

よろしいです。

よろしいです。

質疑NO.A-126による。

ウレタン塗膜防水とします。

よろしいです。

よろしいです。

後日追加図面を提示します。

後日追加図面を提示します。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -139

A -140

A -141

A -142

A -143

A -144

A -145

A -146

A -147

A -148

A-4-3-1.2
階段の段鼻にはｽﾃﾝﾚｽﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ金物を見込んで宜しいでしょう
か｡御指示ください｡

A-6-01-2
屋外階段2の2F建具扉前ﾎﾟｰﾁの天井仕上が指示されておりま
せん。凡例iと考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-4-03-1.2
踏面のﾓﾙﾀﾙ内には溶接金網 φ2.6 50×50を見込んで宜しい
でしょうか｡御指示ください｡

A-4-3-1.2

A-4-01-1の階段詳細図において､階段段裏･蹴上PLの仕上につ
いて､ZPと記載のある範囲とない範囲がございますが､階段の
下記部位は全てZP(ﾘﾝ酸処理仕上)と考えて宜しいでしょう
か｡御指示ください｡
□段裏(踏面/踊場はｺﾞﾑﾁｯﾌﾟﾀｲﾙ)
□蹴上(裏表共)

A-4-3-1.2
階段ｻｻﾗ桁及び階段支持鉄骨は全てｼﾘｺﾝ樹脂塗装仕上と考え
て宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-2-01-3
2F屋外室外機置場(1)について､柱型の図示がありますが､柱
脚と床防水取り合いの納まり詳細不明です。御指示くださ
い｡

A-2-03-6

2F屋外室外機置場(1)に立面図で凡例⑱のｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰが図示さ
れておりますが､ﾙｰﾊﾞｰ下地等の仕様・納まりは2F屋外室外機
置場(2)のｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰに同じと考えて宜しいでしょうか｡御指示
ください｡

A-2-03-6

2F屋外室外機置場(1)に立面図で凡例⑱のｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰが図示さ
れておりますが､H寸法は立面図よりH5500と考えて宜しいで
しょうか｡御指示ください｡

A-3-03-2

2F 北側屋外室外機置場について､内側の外壁面仕上はALC
t150+弾性吹付塗装仕上(X2・X8通りの外壁裏面及びﾙｰﾊﾞｰ上
ALC垂れ壁裏面も弾性吹付塗装仕上)と考えて宜しいでしょう
か｡御指示ください｡

A-3-03-2
A-2-03-5

2F 北側屋外室外機置場について､外壁側ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰのH寸法が
矩計図と立面図で相違します。矩計図よりH4350が正と考え
て宜しいでしょうか｡御指示ください｡

よろしいです。

よろしいです。

質疑NO.126による。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

鉄骨露出部は全て溶融亜鉛メッキ処理+シリコン樹脂塗装とします。

同上

不要です。
蹴込板を3㎜程度チリ出ししてノンスリップとします。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -149

A -150

A -151

A -152

A -153 A-4-03-1.2

下図 5F屋上ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ外壁側の仕上が不明です。複層吹付塗装
仕上と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-6-01-2
X1-2/Y4-5部分の天井仕上が指示されておりません。凡例iと
考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-5-11-2

5FY6/X2-3通りのｾｯﾄﾊﾞｯｸした外壁範囲について､軒天井の有
無が不明です｡軒天井はないものとし､上部屋根裏まで図示の
形状でALCを建込むものと考えて宜しいでしょうか｡不可の場
合は軒天井仕様やCH等 外壁部分の納まりを御指示ください｡

A-2-03-6
A-5-11-1

南面5FX2-3通りに凡例㉒(SUSﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ)及び凡例⑱(目隠し
ﾌｪﾝｽ)と記載がありますが､平面詳細図ではALC外壁となって
おり相違します｡平面詳細図よりALC外壁が正と考えて宜しい
でしょうか｡御指示ください｡

A-5-08-1

屋外階段2の2Fﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ部分についてｽﾗﾌﾞ小口面の仕上及び
出入り口扉廻りの外壁ALC足元の仕上げ納まりが不明です。
御指示ください｡

ALC足元は質疑NO.126による。
スラブ小口面はPL-3.2立上げ+シリコン樹脂塗装とします。

２階から上部への階段と３階テラスを取止めとします。

CH=3000　軒天：ＬＧＳ下地+木毛セメント板ｔ20とします。

㉒は誤りです。
⑱は目隠しフェンスルーバーとなり、別仕様となります。
後日追加図面を提出します。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -154

A -155

A -156

A -157

A -158

A -159

A -160

A-3-02-2
ﾌﾞﾘｯｼﾞの外壁について、下地・仕上げ及び屋根・軒天井取り
合い部の仕上げ納まりを御指示ください｡

A-2-03-2
ﾌﾞﾘｯｼﾞ屋根について､教室棟側及びﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ側の外壁取り合
い部分について、屋根端部の仕上納まりが不明です。御指示
ください｡

A-2-03-1
A-3-03-4

ﾌﾞﾘｯｼﾞ屋根の軒先納まりについて、A-3-03-4の図示ではA-9-
03-1～3の屋根の様な納まりとなっておりますが、A-2-03-1
では凡例㉖の塩ﾋﾞ軒樋の記載があり、納まりや仕様が相違す
るように見受けられます。屋根軒先納まりはA-9-03-2の屋根
詳細に同じと考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-2-01-4

屋根に引きﾌｧﾝ置場がありますが､ﾌｧﾝ置場廻りの屋根仕上納
まり及び設備基礎の詳細が不明です。御指示ください｡

A-2-01-4
A9/B1通りの軒先側屋根部分が谷納めとなりますが、役物仕
様を御指示ください｡

A-3-03-3

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ金属屋根からの竪樋について、1階北面・東面廻り
に排水溝・排水桝がございません。樋埋設配管の排水経路を
御指示ください｡

A-5-05-2

室外機置場部分の床及び室外機基礎の仕上げが不明です。下
記の様に考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡
□床:ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上
□基礎天端:ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上
□基礎立上り:打放補修素地仕上

よろしいです。

後日追加図面を提示します。

ありません。

排水溝・桝の設置はありません。
A-13-2-1参照ください。

外壁：ｔ100ＡＬＣ板+弾性吹付塗材
軒天納まりは体育館棟と同仕様です。

後日追加図面を提示します。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -161

A -162

A -163

A -164

A -165

A -166

A -167 A-3-02-1
2Fﾃﾗｽについて､ﾄﾞﾚｲﾝ及びｱﾙﾐ竪樋の図示がありますが､ﾄﾞﾚｲ
ﾝ･竪樋の設置位置が不明です｡御指示ください｡

A-3-02-1
2Fﾃﾗｽについて､ﾃﾗｽ鼻先の立上り小口面仕上げが不明です。
御指示ください｡

A-3-02-1
2Fﾃﾗｽについて､外壁足元側はﾃﾗｽFL迄防水立上げと考えて宜
しいでしょうか｡御指示ください｡

A-3-02-1
2Fﾃﾗｽについて､床ｱｽﾌｧﾙﾄ防水について､手摺側端部は手摺下
の立上りｺﾝｸﾘｰﾄ天端面迄施工と考えて宜しいでしょうか｡御
指示ください｡

A-2-03-1
A-3-01-3

ﾌﾞﾘｯｼﾞ屋根の仕様について､立面図では凡例① ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ
鋼板 t0.4となっておりますが､矩計図ではかん合平葺の金属
屋根となっており相違します。矩計図の仕様が正と考えて宜
しいでしょうか｡御指示ください｡

A-2-03-1
A-3-01-3

ﾌﾞﾘｯｼﾞ屋根からの樋が立面図に図示されておりません。樋の
ｻｲｽﾞ・仕様及び排水経路を御指示ください｡

A-2-01-3

ﾌﾞﾘｯｼﾞ A2通りの下記赤囲い部分について、床面の仕上が不
明です。下記の様に考えて宜しいでしょうか｡御指示くださ
い｡
□床面:ｳﾚﾀﾝ系 X-2 塗膜防水仕上
□外壁側:塗膜防水立上 H100
□床小口:塗膜防水仕上
□ｽﾗﾌﾞ底:ﾃﾞｯｷ表し
□露出鉄鋼面:ｼﾘｺﾝ樹脂塗装

両方の仕様となります。

後日追加図面を提示します。

□床面:ｳﾚﾀﾝ系 X-2 塗膜防水仕上
□外壁側:塗膜防水立上 H100
□床小口:塗膜防水仕上 ：シリコン樹脂塗装
□ｽﾗﾌﾞ底:ﾃﾞｯｷ表し：シリコン樹脂塗装
□露出鉄鋼面:ｼﾘｺﾝ樹脂塗装

打放補修+シリコン樹脂塗装とします。

よろしいです。

よろしいです。

後日追加図面を提示します。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -168

A -169

A -170

A -171

A -172

A -173

A -174

A -175

A -176

A -177

A-9-02-6
ﾊﾟﾈﾙ支持方法Cの下地金物に部材ｻｲｽﾞ等の記載されていない
ものがございます。部材ｻｲｽﾞ等を御指示ください｡

A-9-02-6

ﾊﾟﾈﾙ支持方法Bとﾊﾟﾈﾙ支持方法Cの詳細図間に図示されている
丸ﾊﾟｲﾌﾟ φ48.6×3.2の適応か所が不明です。御指示くださ
い｡

A-9-02-6

ﾊﾟﾈﾙ支持方法Cの詳細図でALC t150と記載がありますが､A-4-
04-2図ではt100となっており相違します。T100を正と考えて
宜しいでしょうか。御指示ください。

S-096

大階段木ﾙｰﾊﾞｰ受け材について､A-9-02-6図に一部溶融亜鉛ﾒｯ
ｷ+ﾘﾝ酸処理と記載がありますが､図中の受け材は全て溶融亜
鉛ﾒｯｷ+ﾘﾝ酸処理仕上と考えて宜しいでしょうか｡御指示くだ
さい｡

S-096
A-9-02-6

大階段木ﾙｰﾊﾞｰ受け材について､構造図に図示のある部座が意
匠図に図示のどの部材に適応となるかが不明確です。意匠図
に指示のある部材の内､構造図に図示の部材に該当するもの
を御指示ください｡

A-9-02-6
ﾊﾟﾈﾙ支持方法Aの下地金物に部材ｻｲｽﾞ等の記載が見受けられ
ません。御指示ください｡

A-5-05-2
1F室外機置場廻りﾙｰﾊﾞｰの下地鉄骨について､各部の部材が不
明です。御指示ください｡

A-5-05-2
1F室外機置場廻りのﾙｰﾊﾞｰ下地鉄骨について､柱脚廻りの納ま
りが不明です。RC基礎の有無等を御指示下さい｡

A-3-02-1

2Fﾃﾗｽについて､排水溝の記載が見受けられませんが不要と考
えて宜しいでしょうか｡必要な場合は溝ｻｲｽﾞ･仕上･設置範囲
を御指示ください｡

A-5-05-2
1F室外機置場廻りの床仕上が不明です。ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上と考
えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

不要です。

前述

S-082図による。

RC基礎400×400×H200、配筋はS-081図と同仕様とします。

溶融亜鉛メッキ+シリコン樹脂塗装とします。

構造図を正として下さい。

後日追加図面を提示します。

後日追加図面を提示します。

後日追加図面を提示します。

後日追加図面を提示します。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -178

A -179

A -180

A -181

A -182

A -183

A -184

A -185

A -186

A -187 A-9-02-6
木ﾊﾟﾈﾙについて､ﾒｰｶｰ品番又は仕様･塗装仕上の有無等を御指
示ください｡

A-2-01-4

やまのﾃﾗｽにﾄﾞﾚｲﾝ・排水溝等が見受けられませんが､不要と
考えて宜しいでしょうか｡必要な場合は設置範囲及び各々の
仕様･ｻｲｽﾞ･排水経路を御指示ください｡

A-4-04-2
やまのﾃﾗｽ手摺足元のｽﾗﾌﾞ小口仕上が不明です。御指示くだ
さい｡

A-2-03-1

図示はありませんが､やまのﾃﾗｽ範囲の外壁ALC足元にはH300
弾性吹付塗装の立上りRCを見込んで宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡

A-9-04-3
A-3-01-1

やまのﾃﾗｽのｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷについて､束材のH寸法がEXP.J詳細図と
矩計図で相違します。EXP.J詳細図を正と考えて宜しいで
しょうか｡御指示ください｡

A-9-04-3
A-3-01-1

やまのﾃﾗｽのｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷについて､教室棟側の床端部について､
納まりがEXP.J詳細図と矩計図で相違します。矩計図より
H230を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-4-04-2
やまのﾃﾗｽのY5通り側にｱﾙﾐ庇がございますが､納まりや設置
範囲・仕様が不明です。庇部の詳細図を御指示ください｡

A-9-02-6
A-6-01-1.2

大階段廻りの鉄骨耐火被覆仕様について､A-9-02-6では吹付
ﾛｯｸｳｰﾙとなっておりますが､天井伏図では耐火塗装となって
おり相違します｡耐火塗装が正と考えて宜しいでしょうか｡御
指示ください｡

A-4-04-2

やまのﾃﾗｽ屋根のｱｽﾌｧﾙﾄ防水について､体育館棟側の防水立上
げ高さはﾃﾗｽ床FL迄と考えて宜しいでしょうか｡御指示くださ
い｡

A-4-04-2
A-9-04-3

やまのﾃﾗｽ屋根の教室棟側及び北･南側床端部に立上りRCの図
示がございますが､床ｱｽﾌｧﾙﾄ防水は立上りRC天端面迄と考え
て宜しいでしょうか｡御指示ください｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

EXP.Jを正としてください。

後日追加図面を提示します。

必要です。

コンクリート打放補修+シリコン樹脂塗装とします。

よろしいです。

紀州材ｔ30　キシラデコール２回塗りです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -188

A -189

A -190

A -191

A -192

A -193

A -194

A -195

A -196

A -197

A -198

A-2-01-3～5
2～4F室外機置場について､外壁RC側や柱廻りの防水立上り部
やｽﾗﾌﾞ小口廻りの仕上納まりが不明です。御指示ください｡

A-2-01-3～5

2～4F室外機置場について､床面が軽歩行用保護材ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
となておりますが､設備基礎部分の仕上及び納まりが不明で
す。御指示ください｡

A-2-01-3～5

2～4F室外機置場について､床面が軽歩行用保護材ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
となておりますが､ﾃﾗｽ床仕上はｱｽﾌｧﾙﾄ防水+ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷとなっ
ております。異種仕上間の取り合い部について､納まり詳細
を御指示下さい｡

A-3-01-2

2～4Fﾃﾗｽについて､排水溝の記載が見受けられませんが不要
と考えて宜しいでしょうか｡必要な場合は溝ｻｲｽﾞ･仕上･設置
範囲を御指示ください｡

A-2-01-5
4FﾃﾗｽC1/D3通りの階段廻りに落下防止手摺が必要と思われま
す｡手摺の仕様･詳細を御指示下さい｡

A-2-01-2～5
S-081

1～4F室外機置場の目隠しﾙｰﾊﾞｰ用下地鉄骨について､柱脚部
分の仕上納まり(床防水取り合いやRC基礎仕上等)が不明で
す。御指示下さい｡

A-3-01-2
2～4Fﾃﾗｽについて､外壁足元側はﾃﾗｽFL迄防水立上げと考えて
宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-3-01-2

2～4Fﾃﾗｽについて､床ｱｽﾌｧﾙﾄ防水について､手摺側端部は手摺
下の立上りｺﾝｸﾘｰﾄ天端面迄施工と考えて宜しいでしょうか｡
御指示ください｡

A-3-01-2
2～4Fﾃﾗｽについて､ﾄﾞﾚｲﾝ及びｱﾙﾐ竪樋の図示がありますが､ﾄﾞ
ﾚｲﾝ･竪樋の設置位置が不明です｡御指示ください｡

A-4-04-2
A-6-01-1

大階段裏の軒天井仕上について､天井伏せ図では凡例hと記載
があり､鉄骨梁は耐火塗装となっておりますが､大階段立面図
の図示では吹付耐火被覆の図示となっており相違します。天
井伏せ図が正と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-3-01-2
2～4Fﾃﾗｽについて､ﾃﾗｽ鼻先の立上り小口面仕上げが不明で
す。御指示ください｡

よろしいです。

前述

前述

前述

後日追加図面を提示します。

前述

C1通りから西側のD1-3200～D4通りの屋外階段とテラスを取止
めします。
D4通りに手摺を設置してください。（テラスの手摺と同仕様）

RC基礎はS-081を参照してください。
仕上はウレタン塗膜防水とします。

前述

設備基礎部分はウレタン塗膜防水とします。

アルミルーバー部分を境に仕上を変更するのみで、取り合い部
でデッキ材及び鋼製下地の小口が見えていてよいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -199

A -200

A -201

A -202

A -203

A -204

A -205

-

教室棟､ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟のRC壁･RC柱廻りは内壁外壁共に特記な
き限りGL工法(平面詳細図壁凡例WG3)と考えて宜しいでしょ
うか｡
不可の場合は､LGS添壁を用いる箇所が明確にわかる資料を再
度御指示下さい。

-

GW充填が必要な間仕切及び防火区画間仕切を除く一般間仕切
は
矩計図の図示より
LGS軸…ｽﾗﾌﾞ～ｽﾗﾌﾞ
ﾎﾞｰﾄﾞ…各室天井迄
の施工と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-5-01-1
C1/D1通り側の鉄骨柱に仕上の記載があ見受けられませんが､
ｼﾘｺﾝ樹脂塗装と考えて宜しいでしょうか｡御指示ください｡

A-2-03-1
A-5-02-4

2～4F室外機置場の東面ﾙｰﾊﾞｰ前に平面詳細図では手摺の記載
がございますが､立面図では図示がなく相違します。平面詳
細図より手摺有が正と考えて宜しいでしょうか｡御指示くだ
さい｡

-

2～4F室外機置場にﾄﾞﾚｲﾝ・排水溝等が見受けられませんが､
不要と考えて宜しいでしょうか｡必要な場合は設置範囲及び
各々の仕様･ｻｲｽﾞ･排水経路を御指示ください｡

A-13-01-1

1F下図範囲の床仕上げが不明です。ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上げと考え
て宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-3-01-2

1F配膳室前ﾎﾟｰﾁの天井仕上が不明です。LGS25型(耐風圧仕
様)+ｹｲｶﾙ板 t6.0+EP-G仕上 塩ﾋﾞ廻り縁仕上と考えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡

必要です。

よろしいです。

ｔ20木毛セメント板とします。

GB-R ｔ12.5+GB-H ｔ9.5+EP-Gとします。

手摺無しです。
目隠しルーバー部分で折り返してください。

よろしいです。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -206

A -207

A -208

A -209

A -210
A-8-02-6
A-9-05-1

建具詳細図のAW枠廻りの内部側について､
ﾎﾞｰﾄﾞ巻込のような図示ですが､建具表よりｽﾌﾟﾙｽSOPで宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡

A-9-01-1.2

一般詳細図に記載の床～天井構成について
仕上表･平面詳細図等の他図と合致し無い箇所が多数ありま
すが
(化粧ｹｲｶﾙ板下地のGB-S､武道場床下地合板の厚み等)
何れも仕上表･平面詳細図等の記載を優先するものと考えて
宜しいでしょうか｡
不可の場合は､一般詳細図に合わせた仕上表･平面詳細図を再
度御指示下さい｡

-

上記関連し壁下地ﾎﾞｰﾄﾞ構成が仕上表と平面詳細図でくい違
う場合は平面詳細図を優先するものと考えて宜しいでしょう
か｡仕上表を正とする場合はﾎﾞｰﾄﾞ下地が併記されている箇所
の使い分け範囲を御指示下さい｡

A-1-11-1～6

仕上表巾木欄で木製+WUCと目透かし+AEPが併記されている箇
所がありますが
使い分け範囲詳細を御指示下さい｡

A-5-01-1～
A-6-02-2～

GW充填が必要な間仕切の範囲について､平面詳細図のみ図示
があり､断熱伏図に無い範囲がありますが､平面詳細図の図示
も必要な部屋用途等に合致していると思われます｡断熱伏図
の範囲に加え､平面詳細図の図示範囲も見込むものと考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

□１階　・メモリアルホール、地域交流センター、地域入口、会
議室
　　　　　：全て目透かし+AEP
□２階　・体育館、舞台：全て木製+WUC
□３階　・ギャラリー：全てソフト巾木
□４階　・卓球場：全て目透かし+AEP
□５階　・武道場：全て目透かし+AEP
□２～４階　・学年スペース：C4通り付近階段（3）との間仕切壁
のみ
　　　　　　　目透かし+AEP。その他木製+WUC

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -211

A -212

A -213

A -214

A -215

A -216

A -217

A -218

A-1-12-1～
A-2-01-1～
A-5-01-1～

消火器ﾎﾞｯｸｽの員数について､付属従物表･平面図･平面詳細図
でそれぞれくい違います｡全て平面詳細図の図示を正と考え
て宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

 A-9-01-3.4

内部部分詳細図について､
(1)-<16>や(1)-<18>の記載より他物件のものを示しているも
のと思われます｡
本物件においては､他図に記載がある項目の仕様を適用する
位置付けと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-1-02-3

特記仕様書 防水工事 その他防水処理でｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞと立上り
の打ち継ぎ部には幅500mm程度の塗膜防水を行うとあります
が､該当箇所無いものと思われますので適用無しと考えて宜
しいでしょうか｡必要な場合は具体的な該当箇所を御指示下
さい｡

A-1-12-1～
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ内のﾚｰﾙはｱﾙﾐ製 ｼﾝｸﾞﾙﾚｰﾙと考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

-

各家具の寸法･員数が付属従物表と平面詳細図と家具図等で
記載が食い違う箇所が多数ありますが､全て家具図(ｷｰﾌﾟﾗﾝの
員数+詳細図の仕様)を正と考えて宜しいでしょうか｡
不可の場合は､家具ｷｰﾌﾟﾗﾝにて相違箇所精査したものを再度
御指示下さい｡

A-5-01-1～
A-14-01-1～

室名表示等､ｻｲﾝの員数について､展開図に記載があるものも
ありますが､全てｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝ及びｻｲﾝ詳細図による員数を正と
考えて宜しいでしょうか｡不可の場合はｻｲﾝｷｰﾌﾟﾗﾝにて相違箇
所精査したものを再度御指示下さい｡

A-1-12-1～

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ･ｶｰﾃﾝﾚｰﾙの施工範囲について､付属従物表と平面詳
細図と天井伏図で記載が食い違う箇所が多数ありますが､何
れかに記載･図示がある場合は見込むものと考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡不可の場合は相違箇所精査したもの
を再度御指示下さい｡

A-1-12-1～
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽは付属従物表よりｽﾌﾟﾙｰｽ t=25 150×150と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

平面図を正とします。

よろしいです。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -219

A -220

A -221

A -222

A -223

A -224

A -225

A -226

A-1-12-1
A-5-01-2

1階特別支援教室(知的)について､付属従物表にﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W=1800と記載がありますが､平面詳細図にはW=3600程度の図
示でくい違います｡付属従物表を正と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

A-1-11-2

1階通級指導教室について､仕上表の巾木に木製+WUC H=10と
記載がありますが､他の部屋と同様にH=60と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡

A-1-11-4
A-3-01-3
A-6-01-3

1階理科室(1)について､天井仕上が下記のようにくい違いま
す｡理科室(2)に倣い吸音GB-Dを正と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡
･仕上表:吸音GB-D
･断面図､天井伏図:GB-D

A-6-01-2

ﾎﾜｲｴ･大階段天井部の木毛ｾﾒﾝﾄ板ﾙｰﾊﾞｰについて､木ﾙｰﾊﾞｰと同
様に天井内にEP塗装が必要と考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡

A-6-01-1

天井伏図に照明ﾎﾞｯｸｽ:木製～SOPと記載がありますが､詳細が
不明です｡ｽﾌﾟﾙｰｽ W150×H150 t=20 天井埋込ｺ型と考えて宜
しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-1-11-2
A-2-04-1.3
A-6-01-1
A-7-01-3

1階特別支援教室･ﾌﾟﾚｲﾙｰﾑ･通級指導教室について､天井高さ
が下記のようにくい違います｡CH=3000を正と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
･仕上表､断面図､天井伏図､展開図:CH=3000
･平面詳細図:CH=2700

A-1-02-4

特記仕様書 金属工事で耐震補強のついての記載があります
が､具体的な施工箇所を御指示下さい｡

A-1-12-4
A-7-03-3

付属従物表 3階学年ｽﾍﾟｰｽに掲示板(3600×1200)の記載があ
りますが､展開図にはﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞｼｰﾄのみの記載です｡ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰ
ﾄﾞｼｰﾄのみ必要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

後日追加図面を提示します。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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A -227

A -228

A -229

A -230

A -231

A -232

A-1-11-3.4.5
A-6-01-2.3.4

2～4階多目的教室について､天井GWが仕上表には記載があり
ますが､天井伏図には記載が無く､くい違います｡天井伏図を
正とし､有孔OSB板のみと考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡

A-1-12-2.4.5
A-5-02-4
A-5-03-2
A-5-04-2

2～4階多目的教室について､ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞの図示が2階と3.4階で
異なりますが､付属従物表よりすべてUDｽﾗｲﾀﾞｰ曲面ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
W3600×H1200と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

      2階                 3.4階

A-4-01-2～4
A-5-01-1～

階段3.4について､段数が階段詳細図と平面詳細図でくい違い
ます｡どちらも階段詳細図を正と考えて宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡

A-1-11-3.4.5
A-3-01-3

2～4階普通教室について､床が下記のようにくい違います｡仕
上表を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･仕上表:直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ t=15
･矩計図(3):OAﾌﾛｱｰ+ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t=6.5

A-1-11-3.4.5
A-3-01-3

A-6-01-2.3.4

2～4階普通教室について､天井GWが仕上表･矩計図には記載が
ありますが､天井伏図には記載が無く､くい違います｡天井伏
図を正とし､有孔OSB板のみと考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡

A-1-11-3
A-2-04-2
A-5-02-4
A-6-01-2

2階多目的教室について､天井高さが下記のようにくい違いま
す｡3.4階と同様にCH=2900と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡
･仕上表､平面詳細図､天井伏図:CH=2900
･断面図:CH=2700

よろしいです。

GWを見込んでください。

よろしいです。

GWを見込んでください。

よろしいです。

よろしいです。



30/83

回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -233

A -234

A -235

A -236

A -237

A -238

A -239

A -240

A -241

A-4-01-4

階段4について､階段詳細図に桁 AEPと記載がありますが､段
裏や巾木等の鉄骨見掛り部もAEPと考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

A-1-11-6
A-2-04-2

A-5-01-4～

階段4について､1～3階の天井高さが仕上表･断面図･平面詳細
図でくい違います｡断面図を正とし､使い分けが必要と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-4-01-4

階段4について､1～3階下り天井の納まり詳細が不明です｡
LGS19型+GB-R t=12.5+GB-R-H t=9.5+EP-G+端部塩ﾋﾞ見切縁と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-4-01-2
A-5-01-1～

階段3について､C4通り側の手摺が平面詳細図には図示があり
ますが､階段詳細図には無く､くい違います｡階段詳細図を正
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-2-01-2～5
A-4-01-2
A-4-03-3

A-5-01-1～

階段3について､平面図･平面詳細図に点字ﾀｲﾙの図示がありま
すが､階段詳細図に図示が無く､くい違います｡平面図･平面詳
細図を正とし､仕様は体育館棟に倣うと考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡

A-1-11-6
A-4-01-4

階段4について､仕上表の巾木にｿﾌﾄ巾木 H=60と記載がありま
すが､階段詳細図にはｽﾁｰﾙ巾木の記載もあり､使い分けが不明
です｡1階床のみｿﾌﾄ巾木とし､他がｽﾁｰﾙ巾木と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡

A-1-11-6
A-3-01-1

A-6-01-1～4

階段3について､仕上表に巾木の記載が無く､また天井は段裏
表しと記載がありますが､矩計図や天井伏図より隣の部屋(1
階廊下･2～4階学年ｽﾍﾟｰｽ)と同仕上と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

A-4-01-3
階段3について､ｻｻﾗ等の鉄骨見掛り部は蹴上･裏面に倣いﾌｯ素
樹脂塗装と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-4-01-3

階段3について､1階下り天井の納まり詳細が不明です｡LGS19
型+GB-R t=12.5+GB-R-H t=9.5+EP-G+端部塩ﾋﾞ見切縁と考え
て宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

よろしいです。

内部鉄骨見掛り部は全てSOPとします。

端部アルミ見切り、その他はよろしいです。

平面詳細図を正とします。

平面・平面詳細図を正としてください。
仕様は別紙詳細図参照ください。

よろしいです。

鉄骨見掛り部は全てSOPとします。

よろしいです。

端部アルミ見切り、その他はよろしいです。
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A -242

A -243

A -244

A -245

A -246

A -247

A -248

A -249

A-5-01-3
A-6-01-1

1階来客用昇降口について、天井伏図にはC1/D4-6通りにのみ
梁型の図示ですが、平面詳細図にはD6/C1-2通りにもは天井
段差の図示があり、くい違います。平面詳細図を正と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-1-12-3
A-5-02-4

2～4階多目的WCについて、平面詳細図にはﾄｲﾚﾊﾟｯｸのような
破線の図示ですが、他の部屋と同様にL型手摺と跳ね上げ手
摺は建築工事と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-5-01-4
A-7-01-1

1階C6/D5通りの通用口について、展開図に実線の下足棚の図
示がありますが、平面詳細図には破線の図示でくい違いま
す。別途工事と考えて宜しいでしょうか。本工事の場合は仕
様を併せて御指示下さい。

A-2-01-2
A-5-01-3

1階来客用昇降口について、平面図には点字鋲のような図示
がありますが、平面詳細図には図示が無く、くい違います。
平面図を正と考えて宜しいでしょうか。可の場合、注意喚起
用が14ヶ所、誘導用が30ヶ所と考えて宜しいでしょうか。併
せて御指示下さい。

A-1-11-2
A-2-04-3
A-6-01-1

1階C3-4/D2-3通り廊下の天井高さについて、仕上表及び天井
伏図には3300の記載ですが、断面図には3700の図示でくい違
います。仕上表を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

A-2-04-2
A-5-02-4

階段4について､4階天井が断面図では直天ですが､平面詳細図
にCH=2700の記載があり不明です｡平面詳細図を正とし､仕上
は化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5と考えて宜しいでしょうか｡直天の場
合は､仕上を御指示下さい｡

A-4-01-2
A-5-01-4～

階段4について､手摺の施工範囲が平面詳細図と階段詳細図で
くい違います｡階段詳細図を正と考えて宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡

A-2-01-2～5
A-4-01-2
A-4-03-3

A-5-01-1～

階段4について､平面図･平面詳細図に点字ﾀｲﾙの図示がありま
すが､階段詳細図に図示が無く､くい違います｡平面図･平面詳
細図を正とし､仕様は体育館棟に倣うと考えて宜しいでしょ
うか｡
宜しい場合､平面図と平面詳細図で員数がくい違います｡平面
図を正と考えて宜しいでしょうか｡併せて御指示下さい｡

直天とし、コンクリート打放補修+EPGとします。

平面詳細図を正とします。

前述

別途工事とします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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A -250

A -251

A -252

A -253

A -254

A -255

A -256

A -257

A -258

A-5-01-1
A-9-01-4

1階洗濯室ﾗｲﾆﾝｸﾞについて、仕様が不明です。A-9-01-4<10>
のﾗｲﾆﾝｸﾞD(解剖学実習室)に倣うと考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

A-5-01-1

1階洗濯室ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ扉の額縁について、記載が無く仕様が不
明です。樹脂枠 110×25 と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい｡

A-1-11-2

1階消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室について、仕上表天井仕上げ-と記載ありま
すが、打放補修素地程度と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい｡

A-6-02-1

A-10-02-2
S-011

EV(2)ﾋﾟｯﾄ高さについて、EV詳細図にH=1250の記載がありま
すが、構造図ではH=1400とくい違います。EV詳細図を正と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡

A-1-11-2
A-6-01-1
A-2-04-3

1階倉庫(1)天井高さについて、内部仕上表、天井伏図に
CH=3300の記載がありますが、断面図のCH=3200の記載とくい
違います。内部仕上表、天井伏図を正と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

A-1-11-2
A-6-01-1
A-2-04-3

1階保健室天井高さについて、内部仕上表、天井伏図に
CH=2700の記載がありますが、断面図のCH=3200の記載とくい
違います。内部仕上表、天井伏図を正と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

消火水槽ﾏﾝﾎｰﾙとﾀﾗｯﾌﾟについて、図示通りﾏﾝﾎｰﾙ3ヶ所に対し
てﾀﾗｯﾌﾟ1ヶ所と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-6-02-1
A-9-01-3

S-011

消火水槽釜場寸法について、ﾋﾟｯﾄ平面図、構造図に釜場W700
×D700×H500の記載がありますが、部分詳細図にW1000×
D1000×H600又はW2000×D1200×H600と記載がありくい違い
ます。ﾋﾟｯﾄ平面図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。

A-1-11-2
A-05-01-2

1階消火ﾎﾟﾝﾌﾟ室について、仕上表備考欄に消火ﾎﾟﾝﾌﾟ基礎と
記載ありますが、平面詳細図に図示ありません詳細を御指示
下さい｡

1300×3000×H150、900×900×H150　各１か所

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

EV詳細図を正とします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
ライニング幅は100として、下地はLGSで良いです。

よろしいです。
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A -259

A -260

A -261

A -262

A -263

A -264

A -265

A -266

A -267

A-5-01-1
A-7-01-5

1階職員室(用務員室)ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽについて、平面詳細図、
展開図にﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽの図示がありますが、仕様
が不明です。ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽに倣うと考えて宜しいでしょうか。
また、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞは本工事と考えて宜しいでしょうか。併せて
御指示下さい。

A-1-11-2
A-5-05-1

1階音楽室･音楽ｽﾀｼﾞｵ･音楽準備室について､仕上表の床ﾚﾍﾞﾙ
に仕上-100/躯体-20と記載がありますが､納まり詳細が不明
です｡平面詳細図より仕上ﾚﾍﾞﾙは±0に読み替えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡

A-1-11-2
A-5-01-2

1階配膳室(ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ)段差部の納まり詳細を御指示下さい。

A-1-11-2
A-5-01-2

1階配膳室(ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ)ﾘﾌﾄについて、記載が無く設置箇所が不
明です。不要と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。ま
た、必要な場合、詳細にて御指示下さい。

A-2-01-4
A-5-03-2

3階配膳室について、平面図、展開図と平面詳細図でﾌﾟﾗﾝが
くい違います。平面図、展開図を正と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

A-1-11-5
A-2-04-3

4階教材室天井高さについて、内部仕上表にCH=2700と記載あ
りますが、断面図ではCH=2900とくい違います。内部仕上表
を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-1-11-2
A-6-01-1

1階生徒相談室(1)、(2)、(3)天井高さについて、内部仕上表
にCH=3300の記載がありますが、天井伏図にCH=2700の記載で
くい違います。内部仕上表を正と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

A-1-11-2
A-5-01-2

1階配膳室(ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ)ｽﾛｰﾌﾟ下地について、記載が無く不明で
す。ｽﾛｰﾌﾟの下地(床組、RC等)を御指示下さい。

A-1-11-5
A-7-03-1

3階教材室天井高さについて、内部仕上表にCH=2700と記載あ
りますが、展開図ではCH=2900とくい違います。内部仕上表
を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

よろしいです。

天井伏図を正とします。

コンクリート増しコンです。

前述

不要です。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。



34/83

回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -268

A -269

A -270

A -271

A -272

A-1-11-2
A-5-05-1
A-6-01-1
A-7-05-1

1階音楽室･音楽ｽﾀｼﾞｵについて､天井高さが下記のようにくい
違います｡CH=3300を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡
･仕上表､天井伏図､展開図:CH=3300
･平面詳細図:CH=3200

A-1-11-2
A-5-05-1
A-6-01-1
A-7-05-1

1階音楽室準備室について､天井高さが下記のようにくい違い
ます｡CH=2700を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･仕上表､平面詳細図､展開図:CH=2700
･天井伏図:CH=3300

A-1-11-2
A-3-02-1

1階音楽室について､床が下記のようにくい違います｡仕上表
を正と考えて宜しいでしょうか｡矩計図が正の場合は､ﾀｲﾙｶｰ
ﾍﾟｯﾄのﾒｰｶｰ品番を併せて御指示下さい｡
･仕上表:直貼ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
･矩計図:ﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ t=14+ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ t=6.5

A-1-11-2
A-5-05-1
A-6-02-2

1階音楽室･音楽ｽﾀｼﾞｵ･音楽準備室の壁について､下記の不明
点を御指示下さい｡
1)断熱伏図に壁全面GWの図示がありますが､平面詳細図には
  図示が無く､くい違います｡
  断熱伏図を正とし､RC壁･間仕切面ともにLGS添壁(LGS+GW
  +ﾎﾞｰﾄﾞ ｽﾗﾌﾞ底まで)が必要と考えて宜しいでしょうか｡
  不可の場合は､納まり詳細を御指示下さい｡
2)GWの厚みが下記のようにくい違います｡
  すべてt=50 24kg/m3と考えて宜しいでしょうか｡
  ･断熱伏図:音楽ｽﾀｼﾞｵ t=100
            音楽室･音楽準備室 t=50 24K
  ･仕上表:3部屋ともt=50
3)上記質疑2)でt=100が正の場合は､密度の記載が無く不明
  です｡
  御指示下さい｡

A-1-11-2
A-3-02-1

1階音楽ｽﾀｼﾞｵについて､壁仕上が下記のようにくい違います｡
仕上表を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･仕上表:
  不燃有孔板(ｶﾞﾗｽ繊維不織布裏打)+EP-G
･矩計図:有孔ｼﾅ合板(寒冷紗裏打ち)+EP-G

よろしいです。

1）断熱伏図を正とします。
　間仕切壁はスラブ底まで、ＲＣ壁は天井まででよいです。
2）全てt50　24kg/m3とします。

よろしいです。

よろしいです。

CH=3300とします。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -273

A -274

A -275

A -276

A -277

A -278

A -279

A-1-11-3
A-5-05-2
A-6-01-1
A-7-05-2

1階技術室について､天井高さが下記のようにくい違います｡
CH=3300を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･仕上表､天井伏図､展開図:CH=3300
･平面詳細図:CH=3200

A-1-12-3

2階被服準備室について､付属従物表にｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ W=3300 1か
所の記載がありますが､他図に図示が無く､窓も無い為､不要
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-1-11-4
A-6-01-2

2階図書室について､天井GWが仕上表には記載がありますが､
天井伏図には記載が無く､くい違います｡天井伏図を正とし､
木ﾙｰﾊﾞｰのみと考えて宜しいでしょうか｡GWも必要な場合は､
納まり詳細を御指示下さい｡

A-1-11-2

1階美術室･美術準備室について､仕上表の床に長尺塩ﾋﾞｼｰﾄの
み記載がありますが､他の部屋と同様に厚みはt=2.0とし､同
じﾒｰｶｰ品番と考えて宜しいでしょうか｡不可の場合は､厚み･
ﾒｰｶｰ品番を御指示下さい｡

A-1-11-2
A-5-05-2
A-6-01-1
A-7-05-2

1階美術室について､天井高さが下記のようにくい違います｡
CH=3300を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
･仕上表､天井伏図､展開図:CH=3300
･平面詳細図:CH=3200

A-1-12-2
A-5-05-2
A-7-05-2

1階美術室について､ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞが展開図に曲面と記載があり
ますが､付属従物表･平面詳細図より平面を正と考えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡

A-5-05-1

1階音楽室について､平面詳細図に鋼板曲げ加工 t=0.6と記載
がありますが､詳細が不明です｡窓側の黄色範囲(W=300+500)
の壁面に天井迄の高さ必要とし､溶融亜鉛ﾒｯｷ仕上げと考えて
宜しいでしょうか｡

溶融亜鉛メッキは不要でSOP仕上とします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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A -280

A -281

A -282

A-5-06-1
A-11-01-2

2階図書室について､下図 平面詳細図の赤範囲に机W3600×
D900 3か所図示がありますが､家具図に記載が無く不明です｡
別途工事と考えて宜しいでしょうか｡本工事の場合は､詳細を
御指示下さい｡

A-5-06-1
A-11-01-2

2階図書室について､下図 平面詳細図の赤丸にW600×D800程
度の図示がありますが､家具図に記載が無く不明です｡別途工
事と考えて宜しいでしょうか｡本工事の場合は､詳細を御指示
下さい｡

A-2-01-2
A-5-05-1
A-7-05-1
A-11-01-1

階段5(1階WC前)について､展開図に壁面棚板 棚厚20と記載が
ありますが､下記の不明点を御指示下さい｡
1)平面図には図示がありますが､平面詳細図や家具図に
  図示が無く､くい違います｡下記のｻｲｽﾞで必要と考えて
  宜しいでしょうか｡
   ･W1800×D250 9段 2か所
   ･W2600×D250 9段 1か所
   ･W4900×D250 9段 1か所
2)棚厚20とありますが､仕様が不明です｡
  御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

取止めとします。
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A -283

A -284

A -285

A -286

A -287

A -288

A -289

A -290

A -291

A-5-06-1
P-003

2階多目的WC(2)について、器具表に掃除流しの記載がありま
すが、平面詳細図には図示が無く、くい違います。平面詳細
図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-5-05-2

1階廊下(1)について、平面詳細図のA8-9/B1-2通りにφ200程
度の実線の円の図示がありますが、詳細が不明です。御指示
下さい。

A-1-11-4
A-5-06-2
A-6-01-2
A-7-06-1

2階廊下(2)の天井高さについて、仕上表には2700と2800の記
載ですが、平面詳細図(2)には3500～4200、天井伏図及び展
開図には2700の記載でくい違います。天井伏図を正と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-2-01-2.3
A-4-02-2
A-4-03-3
A-5-05-1
A-5-06-1

階段5について､平面図･平面詳細図に点字ﾀｲﾙの図示がありま
すが､階段詳細図に図示が無く､くい違います｡平面図･平面詳
細図を正とし､仕様は体育館棟に倣うと考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡

A-1-12-2
A-7-05-1

1階女子WC(1)の鏡について、付属従物表には1600×1050の記
載ですが、展開図にはW1600×H800の図示でくい違います。
付属従物表を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-1-12-2
A-5-05-1
A-7-05-1

1階男子WC(1)について、付属従物表に収納戸棚 1800×600×
2000 引出し付き 1ヶ所の記載ですが、平面詳細図や展開図
には図示が無く、くい違います。付属従物表を正と考えて宜
しいでしょうか。可の場合、収納戸棚の仕様を併せて御指示
下さい。

A-1-11-6
A-3-02-1
A-4-02-2

階段5について､巾木が下記のようにくい違います｡仕上表を
正とし､施工範囲は1･2FL部に必要､段部には不要と考えて宜
しいでしょうか｡御指示下さい｡
･仕上表:ｿﾌﾄ巾木 H=60
･矩計図:木製+WUC

A-4-02-2
階段5について､ｻｻﾗ等の鉄骨見掛り部は蹴上･裏面に倣いﾌｯ素
樹脂塗装と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-4-02-2

階段5について､下り天井の納まり詳細が不明です｡LGS19型
+GB-R t=12.5+GB-R-H t=9.5+EP-G+端部塩ﾋﾞ見切縁と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

施工範囲は左記のとおりでよろしいです。
巾木は木製+WUCとします。

鉄骨見掛り部は全てSOPとします。

端部アルミ見切り、その他はよろしいです。

前述

よろしいです。

収納戸棚は取止めとします。

よろしいです。

削除します。

よろしいです。
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A -292

A -293

A -294

A -295

A -296

A -297

A -298 A-2-01-1

ﾋﾟｯﾄ階下図赤丸部について、ﾏﾝﾎｰﾙの図示がありますが、ﾀﾗｯ
ﾌﾟの記載がありません。ﾀﾗｯﾌﾟ3段組が必要と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

A-1-11-2
A-3-01-3

2階ﾌﾞﾘｯｼﾞについて、天井ﾙｰﾊﾞｰ内の屋根面にEP塗装と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-1-11-4
A-6-01-5

2階受水槽室について、仕上表と天井伏図で天井仕上が下記
の様にくい違います。仕上表を正と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい｡
･仕上表:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
･天井伏図:ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

A-2-01-1

ﾋﾟｯﾄ階下図赤丸部について、釜場W550×D550×H500と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-5-06-1
A-7-06-1

2階廊下(2)のA3-6/B1通りの平面詳細図に壁面棚板の図示が
ありますが、展開図には図示がなく、くい違います。平面詳
細図を正と考えて宜しいでしょうか。可の場合、仕様や段数
等が不明です。併せて御指示下さい。

A-1-11-4
A-3-01-3

2階ﾌﾞﾘｯｼﾞの天井について、矩計図に木ﾙｰﾊﾞｰ t20 紀州材加
工 ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ 2回塗り 小口塗膜防腐塗装の記載ですが、仕上
表に記載の木ﾙｰﾊﾞｰ 不燃処理保護塗装のことと考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。

A-5-02-3

2階平面詳細図のﾌﾞﾘｯｼﾞと教室棟の取合部に床と壁のEXP.J.C
の図示がありますが、天井にもW=300程度のEXP.J.Cが必要と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

展開図を正とします。

よろしいです。

不要です。

よろしいです。

よろしいです。

削除します。

よろしいです。
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A -299

A -300

A -301

A -302

A -303

A -304

A -305

A -306

A -307

A-3-03-1

武道場の屋根下に天井LGSを施工する箇所は何れもﾌﾞﾄﾞｳ棚を
見込んで宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-3-03-2
A-5-10-1

4階卓球場の防護柵の施工範囲はY8通側の1面と考えて宜しい
でしょうか｡また仕上はSOP塗と考えて宜しいでしょうか｡併
せて御指示下さい｡

A-1-12-5
A-7-11-1

5階武道場の鏡について､付属従物表では計6ヶ所ですが､展開
図では3ヶ所の図示とくい違います｡付属従物表を正と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-3-03-4
A-5-11-1
A-6-01-5

5階武道場 天井段差の記載が平面詳細図にありますが､天井
伏図及び矩計図では該当箇所に段差がありません｡
平面詳細図の図示通り段差(CH3000部)が必要とし､天井部仕
上はGB-Dと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-3-03-1.2
A-7-11-1

5階武道場 窓前の衝突防止柵について､矩計図ではY1通側の
みH1600の図示､展開図ではY1.Y6側にH1200の図示とくい違い
ます｡
矩計図を正と考えて宜しいでしょうか｡部材詳細を併せて御
指示下さい｡

A-2-01-1
A-5-05-1

1階床下点検口について、ﾋﾟｯﾄ平面図にA12/B2通りにﾏﾝﾎｰﾙの
記載がありますが、平面詳細図に図示が無く、くい違いま
す。ﾋﾟｯﾄ平面図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

-

外壁廻り･柱廻りのﾌｶｼ壁(壁凡例の指定無き箇所)は軸･ﾎﾞｰﾄﾞ
共に各室天井までの施工と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡

A-2-01-1
A-5-05-1

1階床下点検口について、ﾋﾟｯﾄ平面図にA6-7/B3-4通りに床下
点検口の記載がありますが、平面詳細図に図示が無く、くい
違います。ﾋﾟｯﾄ平面図を正と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

A-2-01-1
A-5-05-1

1階床下点検口について、ﾋﾟｯﾄ平面図にA10-11/B3-4通りに床
下点検口3か所の記載がありますが、平面詳細図に図示が無
く、くい違います。ﾋﾟｯﾄ平面図を正と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

展開図を正とします。

よろしいです。

Y1、Y6通り両側にH1200を設置します。
RBS-2BK1（サンレール）同等品とします。

よろしいです。

防護柵は取止めとします。
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A -308

A -309

A -310

A -311

A -312

A -313

A -314

A -315 A-5-08-5.6

上記質疑に関連し､舞台倉庫～舞台の階段も木床組+合板t12+
長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ仕上と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-3-03-2
A-6-01-3

3階ｷﾞｬﾗﾘｰ北側の天井仕上について､矩計図ではSOP､天井伏図
ではｼﾘｺﾝ樹脂塗料塗装とくい違います｡SOPを正と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡

A-3-03-1
A-7-09-2

3階ｷﾞｬﾗﾘｰの手摺について､矩計図ではH=1100､展開図では
H=1300とくい違います｡H=1300を正と考えて宜しいでしょう
か｡部材詳細を併せて御指示下さい｡

A-5-08-5.6

舞台倉庫～舞台のｽﾛｰﾌﾟは設計内訳書の通り木床組とし､合板
t12+長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ仕上と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

A-1-12-3
A-1-12-4
A-11-03-1
A-11-03-2

体育館･舞台･ｷﾞｬﾗﾘｰの下記項目について､付属従物表と体育
施設配置平面図でそれぞれ記載があり､員数等がくい違って
おりますが､全て体育施設配置平面図を正と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡
･ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ
･ﾊﾞﾚｰﾎﾟｽﾄ用床金物
･ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝﾎﾟｽﾄ用床金物
･防球ﾈｯﾄ
･ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ+暗幕
･ｽﾃｰｼﾞ幕装置
･吊ﾊﾞﾄﾝ

A-1-11-5
A-5-09-1

3階ｷﾞｬﾗﾘｰの床仕上げについて､弾性塩ﾋﾞｼｰﾄと塩ﾋﾞｼｰﾄが併記
されておりますが､下足部(山のﾃﾗｽ～床見切)までを塩ﾋﾞｼｰﾄ
t2.0､その他箇所を弾性塩ﾋﾞｼｰﾄ t6.0と考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡

A-3-03-4

3階ｷﾞｬﾗﾘｰのCH3000箇所の天井ﾌﾄｺﾛは3mを超えるものと思わ
れます｡該当部天井LGS吊用のﾌﾞﾄﾞｳ棚を見込んで宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡

A-1-12-3
A-1-12-4
A-11-03-2

体育館･ｷﾞｬﾗﾘｰの暗幕ﾎﾞｯｸｽは一般部ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽと同仕様(木製
+WUC)と考えて宜しいでしょうか｡また､付属従物表体育館棟3
階男子WCのｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽは誤記と考えて宜しいでしょうか｡併せ
て御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

木床組+合板ｔ12+合板ｔ5.5+長尺塩ビシートとしてください。

同上
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A -316

A -317

A -318

A -319

A -320

A -321

A -322

A -323

A -324

A -325

A-1-11-6
A-4-03-4

階段2について､仕上表にｿﾌﾄ巾木 H=60と記載がありますが､
各階FLのみとし､ｻｻﾗはSOP塗装と考えて宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡

A-4-03-4
上記質疑に関連して､階段2の段裏(鉄骨見掛り部)はSOP塗装
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-4-03-4
上記質疑に関連して､階段1の段裏(鉄骨見掛り部)はSOP塗装
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-1-11-6
A-4-03-4
A-5-11-2
A-6-01-5

階段1について､最上階の天井が平面詳細図や階段詳細図では
直天ですが､仕上表は化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(CH=2800)､天井伏図は化
粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5(CH=2600)でくい違います｡天井伏図を正
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-4-03-3.5
A-5-08-6～

階段2について､段数が階段詳細図と平面詳細図でくい違いま
す｡階段詳細図を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

A-1-11-4

舞台の天井仕上について､仕上表ではLGS+GWﾎﾞｰﾄﾞt25との記
載ですが､直天(ﾃﾞｯｷ裏)にGWﾎﾞｰﾄﾞを施工するものと考えて宜
しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-1-11-4
A-6-01-2

舞台倉庫の天井仕上が仕上表ではLGS+GB-D､天井伏図ではｼﾘｺ
ﾝ樹脂塗料塗装となっておりますが､舞台と同空間のため､同
様にGWﾎﾞｰﾄﾞと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

A-1-11-6
A-4-03-4

階段1について､仕上表にｿﾌﾄ巾木 H=60と記載がありますが､1
階のみとし､ｻｻﾗはSOP塗装と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡

A-5-08-5.6

舞台倉庫～舞台ｽﾛｰﾌﾟ･階段の手摺は設計内訳書の通り(ｽﾁｰﾙ
H=800)とし､SOP塗装仕上と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡

A-11-03-5

舞台～体育館取合の下部木見切及び上部框は何れもWUC仕上
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

CH3000 化粧石膏ボードとします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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A -326

A -327

A -328

A -329

A -330

A -331

A -332

A -333

A -334

A-1-11-4

2階ﾎｰﾙの天井について、仕上表に木ﾙｰﾊﾞｰの記載ですが、他
の部屋と同様にﾙｰﾊﾞｰ内はEP塗装と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

A-1-11-4
A-1-11-6
A-6-01-2

2階ﾎｰﾙ及び大階段の天井高さについて、仕上表にはCH=2700
の記載ですが、天井伏図にはCH=2400の記載でくい違いま
す。仕上表を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-1-11-3

1階外部WCの巾木について、仕上表に磁器質ﾀｲﾙの記載です
が、ﾎﾞｰﾄﾞ面接着貼と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

A-1-12-2
A-7-07-2

1階女子外部WCの化粧鏡について、付属従物表には3132×
1050の記載ですが、展開図の図示はW2100×H1050の図示でく
い違います。付属従物表を正と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

A-5-07-1
A-7-07-1

1階地域入口横X6/Y7通りの室内の実線の図示は設備盤と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-4-035

階段2について､手摺の図示が階段詳細図(1)では一部壁付手
摺ですが､階段詳細図(3)の断面図ではすべて自立手摺でくい
違います｡断面図を正とし､内側に自立手摺のみと考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡

A-2-01-2
A-5-07-2
A-7-07-1

1階女子WC(1)の展開図A、B1面及び平面図にL=3200 W150×
H100程度の実線の図示がありますが、平面詳細図には図示が
無く、詳細が不明です。御指示下さい。

A-5-08-2
A-7-08-1

2階男子WC(2)の大便器部について、平面詳細図にはﾗｲﾆﾝｸﾞの
図示がありませんが、展開図には図示があり、くい違いま
す。平面詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

A-1-11-6
A-4-03-5
A-6-01-4

階段2について､最上階の天井が階段詳細図や天井伏図では直
天ですが､仕上表は化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(CH=2800)でくい違います｡
直天を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

よろしいです。

よろしいです。

削除します。

よろしいです。

コンクリートを立上げてください。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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A -335

A -336

A -337

A -338

A -339

A -340

A -341

A-2-04-1
S-004

耐圧版の厚みについて、構造図ではH=450と記載あります
が、意匠図ではH=350とくい違います。構造図を正と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-2-02-1
A-9-01-3

緊急排水槽について、部分詳細図に勾配用の増し打ちの記載
がありますが、ﾋﾟｯﾄ平面図に記載が無くくい違います。部分
詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡

A-2-02-1
A-9-01-3

緊急排水槽仕上について、ﾋﾟｯﾄ平面図にｹｲ酸質系防水と記載
がありますが、部分詳細図に床、壁、天井共にｴﾎﾟｷｼ樹脂系
ｶﾞﾗｽｸﾛｽ2ﾌﾟﾗｲﾗｲﾆﾝｸﾞと記載がありくい違います。部分詳細図
を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-9-01-3
A-4-08-5

各空調機械室について、平面詳細図に機械基礎の図示があり
ますが、内部部分詳細図(1)屋内機械基礎詳細図に記載のA～
Dのが該当するか不明です。特記無き限りAﾀｲﾌﾟと考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

A-3-03-5
A-6-01-2

空調機械室について、矩計図と天井伏図で梁の耐火方法が下
記の様にくい違います。天井伏図を正と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。
･矩計図:耐火塗装(1時間耐火)
･天井伏図:
 耐火被覆 ﾛｯｸｳｰﾙ吹付 t=25 1時間耐火

A-6-01-3
A-3-03-2

3階ｷﾞｬﾗﾘｰについて、矩計図と天井伏図で梁の耐火方法が下
記の様にくい違います。天井伏図を正と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。
･矩計図:耐火塗装(1時間耐火)
･天井伏図:
 耐火被覆 ﾛｯｸｳｰﾙ吹付 t=25 1時間耐火

A-1-02-8
A-5-07-2

体育館棟の昇降口について、平面詳細図に上部天井点検
口:600×600(目地ﾀｲﾌﾟ)の記載ですが、特記仕様書には木ﾙｰ
ﾊﾞｰ天井部はﾙｰﾊﾞｰﾀｲﾌﾟの記載でくい違います。特記仕様書を
正と考えて宜しいでしょうか。また、他の部屋についても、
木ﾙｰﾊﾞｰ天井の場合は同様にﾙｰﾊﾞｰﾀｲﾌﾟと考えて宜しいでしょ
うか。併せて御指示下さい。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

露出部は耐火塗装、隠蔽部はロックウール吹付とします。

よろしいです。

よろしいです。

ピット平面図を正とします。
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A -342

A -343

A -344

A -345

A -346

A -347

A -348

A -349

A -350

A-2-01-1
A-5-08-1

1階床下点検口について、ﾋﾟｯﾄ平面図にX1/Y3-4通りにﾏﾝﾎｰﾙ3
か所の記載がありますが、平面詳細図に図示が無く、くい違
います。ﾋﾟｯﾄ平面図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。

A-3-03-5
A-6-02-4～

3～5階X1-2/Y7-8通りPS、EPS廻り断熱材について、矩計図に
発泡ｳﾚﾀﾝt35の図示がありますが、断熱伏図に図示が無くく
い違います。断熱伏図を正と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

A-1-11-3
A-3-03-3

1階石灰庫巾木高さについて、内部仕上表にｿﾌﾄ巾木H=300と
記載ありますが、矩計図のｿﾌﾄ巾木H=60とくい違います。内
部仕上表を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-2-01-1
A-3-03-1

X5-6/Y2-3通りﾋﾟｯﾄ埋戻しについて、平面図に埋戻の図示で
すが、矩計図では配管ﾋﾟｯﾄの記載でくい違います。平面図を
正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-2-01-1
A-5-07-1

1階床下点検口について、ﾋﾟｯﾄ平面図にX4-5/Y6-7通りに床下
点検口の記載がありますが、平面詳細図に図示が無く、くい
違います。ﾋﾟｯﾄ平面図を正と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

A-2-01-1
A-5-07-2

1階床下点検口について、ﾋﾟｯﾄ平面図にX4/Y4通りに床下点検
口の記載がありますが、平面詳細図に図示が無く、くい違い
ます。ﾋﾟｯﾄ平面図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。

A-2-02-1
A-9-01-3

緊急排水槽部分詳細図02について、部分詳細図とﾋﾟｯﾄ平面図
のﾌﾟﾗﾝがくい違います。ﾋﾟｯﾄ平面図を正と考え、部分詳細図
02は該当なしと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-2-01-1

緊急排水槽ﾏﾝﾎｰﾙ、ﾀﾗｯﾌﾟについて、確認になりますが、図示
通りﾏﾝﾎｰﾙ3ヶ所に対してﾀﾗｯﾌﾟ1ｶ所と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

A-2-01-1
A-3-03-1

X5-6/Y1-2通りﾌﾟﾗﾝについて、平面図にﾋﾟｯﾄの図示はありま
せんが、矩計図にﾋﾟｯﾄの図示があり、くい違います。平面図
を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

よろしいです。

埋め戻しの範囲についてはS-004図を正とします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

コンクリート立上げH300とします。
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A -351

A -352

A -353

A -354

A -355

A -356

A -357

A -358

A -359

A-1-11-3
A-3-03-2

1階会議室巾木仕上について、内部仕上表に木製+WUC、目透
し+AEPの2種類と記載がありますが、矩計図の目透し+AEP1種
類のみの記載とくい違います。内部仕上表を正と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

A-1-11-3
A-3-03-2

1階会議室壁仕上について、内部仕上表に漆喰左官仕上(特
注)の2種類のみと記載がありますが、矩計図のEP-G、漆喰左
官仕上(特注)の2種類の記載とくい違います。内部仕上表を
正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-1-11-3
A-3-03-2

1階会議室ﾙｰﾊﾞｰ内天井仕上について、内部仕上表に天井内EP
と記載がありますが、矩計図の天井内EP-Gとくい違います。
内部仕上表を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-1-11-4

2階器具庫(1).(2)天井仕上げについて仕上表にCO打放と記載
ありますが、構造図ではﾃﾞｯｷの記載でくい違います。構造図
を正と考え、ﾃﾞｯｷ表しと考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。

A-1-11-4

4階倉庫(3)天井仕上げについて仕上表にCO打放と記載ありま
すが、構造図ではﾃﾞｯｷの記載でくい違います。構造図を正と
考え、ﾃﾞｯｷ表しと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-1-11-3
A-3-03-2

1階会議室床仕上について、内部仕上表にﾓﾙﾀﾙ洗い出し仕上
(特注)と記載がありますが、矩計図の直貼りﾌﾛｰﾘﾝｸﾞt15とく
い違います。内部仕上表を正と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

A-1-11-3
A-3-03-3

1階倉庫(1)巾木仕上げについて、内部仕上表に巾木:ｺﾝｸﾘｰﾄ
H=300と記載ありますが、仕上が不明です。床仕上に倣い、
防塵塗装仕上と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-1-11-3
A-6-01-1

1階倉庫(2)天井仕上げについて、内部仕上表にCO表し、鉄骨
+錆止め塗装と記載ありますが、天井高さではCH=2600と天井
がある記載でくい違います。天井仕上は表しと考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。

A-1-11-3
A-6-01-1

1階倉庫(1).(2).石灰庫天井仕上げについて、内部仕上表に
CO表し、鉄骨+錆止め塗装と記載ありますが、天井伏図ではﾌ
ﾗｯﾄﾃﾞｯｷ、鉄骨表し+ﾛｯｸｳｰﾙ吹付の凡例でくい違います。天井
伏図を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

コンクリート打放補修とします。

GB-D ｔ9.5 CH=2600とします。

倉庫（2）は上記により、その他は天井伏図を正とします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

前述

よろしいです。

よろしいです。
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A -360

A -361

A -362

A -363

A -364

A -365

A-8-01-1～5
A-8-02-9

AG9について、建具表は7か所とありますが、建具ｷｰﾌﾟﾗﾝには
6か所しかなくくい違います。建具ｷｰﾌﾟﾗﾝを正と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい｡

A-8-01-7～9

ｱﾙﾐ製建具について、仕上が「AMT」とありますが、詳細が不
明です。仕上表(1)特記事項にｱﾙﾐｻｯｼは電解色とあるがめ、
AMTは電解二次着色と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

A-8-01-1～5
A-8-02-1～9

AW19、AW109～AW117について、建具表に員数の記載がありま
せんが、建具ｷｰﾌﾟﾗﾝよりすべて1か所と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい｡

A-5-09-2

3階下図赤丸部の部屋仕上げについて、記載が無く不明で
す。空調機械室に倣い下記と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。
床:CO+CO増し打ちの上防塵塗装
巾木:ｿﾌﾄ巾木H=60
壁:GWﾎﾞｰﾄﾞt25
天井:ﾃﾞｯｷ表し 直天

A-5-10-1

4階下図赤丸部の部屋仕上げについて、記載が無く不明で
す。下記と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
床:CO+ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt20の上長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt2.0
巾木:ｿﾌﾄ巾木H=60
壁:EP-G
天井:ﾃﾞｯｷ表し 直天

A-5-11-1

5階脱衣室(1).(2)ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ扉の額縁について、記載が無く仕
様が不明です。樹脂枠 110×25 と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい｡

床：CO+CO増し打ち金ゴテ仕上
巾木：無し
壁：GB-H表し
天井：デッキ表し 直天

天井：フラットデッキ表し+SOP 直天
その他は左記のとおりでよろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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A -366

A -367

A -368

A -369

A -370

A -371

A -372

A -373 A-8-02-4

確認ですが、防火防煙ｼｬｯﾀｰFSH、防煙ｽｸﾘｰﾝSSH、ﾊﾟｲﾌﾟｼｬｯﾀｰ
PSの枠材質･仕上が建具表にはｽﾃﾝﾚｽHL、軽量ｼｬｯﾀｰSSの枠材
質･仕上がｱﾙﾐとありますが、これは記載の通りｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙの仕
様ではなく枠の仕様と考えて、全てのｼｬｯﾀｰにｽﾃﾝﾚｽ三方枠が
必要と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-8-02-1

SD17,SD13,SD14,SD23,SD31,SD36について、建具表に仕上が
L-40×40×3 ﾒｯｷとありますが、格子扉と考え、仕上は溶融
亜鉛ﾒｯｷ素地仕上と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

-
外部建具枠廻りｼｰﾘﾝｸﾞについて、仕様が不明です。変成ｼﾘｺﾝ
系ｼｰﾘﾝｸﾞと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-9-05-1～3
A-5-07-2

A-5-08-1～6
A-5-09-1、2
A-5-10-1

A-5-11-1～3

外部建具枠廻りｼｰﾘﾝｸﾞについて、建具断面詳細図には
AW66,AW79,AW23,AW104,AW2の図示がありますが、これ以外の
建具の図示が無く詳細が不明です。断面詳細図の無い建具に
ついては15×10(体育館棟については平面詳細図凡例に記載
のある20×10)のｼﾝｸﾞﾙｼｰﾘﾝｸﾞを四周に見込むものと考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。

A-8-02-3
WD28について、枠の材質がｽﾌﾟﾙｰｽとありますが焼付塗装仕上
のためｽﾁｰﾙ枠と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡

A-8-01-2～3

上記質疑に関連して、WD28を除く木製建具の枠の仕様につい
て、下記の建具の枠形状はいずれも鋼製大枠の「枠3」とあ
りますが、材質欄にはｽﾌﾟﾙｰｽとありくい違います。材質欄の
ｽﾌﾟﾙｰｽを正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡
･WD14～WD16、WD18～WD27、WD29～WD54、WD58、WD59、
WD67、WD68

A-8-02-3

WD44について、建具表にﾌﾗｯｼｭ戸とありますが、姿図及び備
考欄にﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄｼｰﾄt6.0とあるため、框戸と考え、障子部
分にﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄｼｰﾄt6.0を入れるものと考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

A-8-01-2～3

木製建具の金物について、WD2等TYPE13引違い錠、WD15等
TYPE13引戸錠、WD16等TYPE13(錠の記載無し)と、TYPE13でも
錠の記載のあるものと無いものがあります。錠の記載のない
ものについては錠無しと考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい｡

前述

枠：スプルース、仕上：ＳＯＰとします。

前述

よろしいです

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

ガイドレールの仕様です。
軽量シャッターのみアルミ製３方枠を見込んでください。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -374

A -375

A -376

A -377

A -378

A -379

A -380

A -381

A -382 A-1-02-5

特記仕様書(5)において、ｱﾙﾐ製建具及び外部鋼製建具の遮音
性能がT-1とT-2が適用になっていますが、それぞれの範囲が
不明です。すべてT-1と考えて宜しいでしょうか。不可の場
合、それぞれの範囲を御指示下さい。

A-8-02-1
A-9-05-3

建具表(1) 標準事項14.において、強化ｶﾞﾗｽ面と耐熱強化ｶﾞﾗ
ｽ面にはすべて飛散防止ﾌｨﾙﾑを貼ること、とありますが、建
具断面詳細(2)のような強化合せｶﾞﾗｽには不要と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

A-8-02-1
A-1-02-5

上記質疑に関連して、特記仕様書(5)には強化ｶﾞﾗｽ面に加
え、ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ面にも飛散防止ﾌｨﾙﾑ貼とありますが、範囲につ
いては建具表(1) 標準事項14.を正と考え、強化ｶﾞﾗｽ面・耐
熱強化ｶﾞﾗｽ面のみと考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

A-1-02-5
A-8-02-1
A-8-02-4

特記仕様書(5)において、16.5.鋼製建具の適用がありません
が、建具表にSD、FSDの記載があるため適用有りと考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。

A-8-02-6～8
建具表において、複層ｶﾞﾗｽの空気層の厚さが不明です。特記
なき限りA6と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-8-02-6～8

下記のｱﾙﾐ製建具について、建具表に仕上の記載がありませ
んが、いずれもｱﾙﾏｲﾄ仕上と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。
AW5,AW16～AW18,AW21,AW22,AW34,AW35,AW70,AW95,AW36～
AW41,AW71～AW76,AW96～AW101,AW45,AW46,AW47,AW68,AW69

-

鍵箱について、教室棟、ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟、体育館棟にそれぞれ1
か所ずつ必要と考えて宜しいでしょうか。鍵の収納本数及び
ﾒｰｶｰ品番を御指示下さい。

A-8-02-4
上記質疑が正の場合、軽量ｼｬｯﾀｰSSの枠仕上はｱﾙﾐ製 電解二
次着色仕上と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-8-02-4

防火防煙ｼｬｯﾀｰFSH、防煙ｽｸﾘｰﾝSSH、ﾊﾟｲﾌﾟｼｬｯﾀｰPS、軽量ｼｬｯ
ﾀｰSSのｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ、ﾏｸﾞｻ、座板の仕様はいずれもｽﾃﾝﾚｽHLと考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

軽量シャッターはアルミ製、その他はSUS製とします。

よろしいです。

よろしいです。

付属従物表の職員室に記載の150本用１個で、壁掛けタイプの
一般普及品とします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -383

A -384

A -385

A -386

A -387

A -388

A -389

A-8-02-8
A-9-05-1

AW66について、建具表にはFIX部:FL5+L60+FL5、引き窓
部:FL6+L60+FL6とありますが、建具断面詳細図(1)には一部
のFIXのみがFL6+L60+FL6で、それ以外がFL5+L60+FL5とあり
くい違います。建具表の範囲を正と考えて宜しいでしょう
か。建具断面詳細図(1)を正とする場合、FL6+L60+FL6と
FL5+L60+FL5の明確な範囲を御指示下さい。

A-1-02-5
A-9-05-2

AW23の耐風圧性について、建具断面詳細図(2)には
4F:2776Pa、5F:2912Paとありますが、AW23は2階に設置され
る建具の為いずれにも該当しません。特記仕様書(5)記載の
S-4と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-8-02-7
A-9-05-2

AW23について、建具表と建具断面詳細(2)でｶﾞﾗｽの仕様が下
記のようにくい違います。建具表を正と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。
･建具表…FL10+A+(FL5+L60+FL5)
･建具断面詳細(2)…FL8+A6+PT8

A-8-01-2

2階教室棟教材室において、外部ｻｯｼのAW33が重複しています
が、AW33は1か所必要と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい｡

A-8-01-1
A-8-02-6

建具表(6)記載のAW10～AW14について、建具ｷｰﾌﾟﾗﾝより以下
のように読み替えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡
･AW10 → AW9
･AW11 → AW10
･AW12 → AW11
･AW13 → AW12
･AW14(W3465×H1700) → AW13
･AW14(W4315×H1700) → AW14(読替無し)

A-1-02-5

網戸の形式について、特記仕様書(5)には、外部可動式、固
定式、横引ﾛｰﾙ式の3種が適用になっていますが、それぞれの
範囲が不明です。建具表には引違い窓、片引き窓、引分け窓
のみに網戸の記載があるため、外部可動式のみが適用になる
ものと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-8-02-5
A-9-01-4

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽのH寸法について、建具表はH2700とありますが、内
部部分詳細図(2)はH2500とありくい違います。建具表を正と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

建具表を正としてください。

建具表を正としてください。

建具表を正としてください。
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A -390

A -391

A -392

A -393

A -394

A-8-02-7
A-7-02-1,2,3
A-7-03-1,2,3
A-7-04-2,3

AW35他、教室～廊下間のｻｯｼについて、姿図が建具表と立面
図でくい違います。建具表の姿図を正と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

A-8-02-1

SD16について、建具表(1)標準事項15.にSAT仕様の障子は、
原則としてｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg/m3充填とする、とありますが、SD16
などのAT扉にも同様にｸﾞﾗｽｳｰﾙ32kg/m3充填を見込んで宜しい
でしょうか。御指示下さい。

A-8-02-7
A-9-05-2

建具断面詳細(2)記載のAW23の詳細図ですが建具表において
同一建具のAW24～AW28、AW56～AW61、AW81～AW86にはすべて
建具断面詳細(2)のAW23詳細図が適用されるものと考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。

A-8-02-7
A-9-05-2

上記質疑が正の場合、3階AW56～AW61の耐風圧についてはす
べてS-4と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-8-02-7
A-9-05-2

AW23～AW28、AW56～AW61、AW81～AW86について、W寸法が建
具表と建具断面詳細(2)で下記のようにくい違います。建具
表を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
･建具表…W7830
･建具断面詳細(2)…W7756

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

建具表を正としてください。

よろしいです。
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A -395

A -396

A -397

A -398

A -399

A -400

A -401

A-8-02-8
A-9-05-1

AW79のｶﾞﾗｽについて、建具表はFL5+L60+FL5とありますが、
建具断面詳細図(1)にはFL5+L60+FL5とFL5+L30+FL5の使い分
けがありくい違います。建具表を正と考えて宜しいでしょう
か。建具断面詳細図(1)を正とする場合、FL5+L60+FL5と
FL5+L30+FL5の範囲を御指示下さい。

A-8-02-6
A-9-05-3

建具詳細図(2)記載のAW2詳細図について、同じ体育館棟1階
のAW1～AW4は全てこの納まり･仕様に倣うものと考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

A-8-02-6
A-9-05-3

上記質疑に関連してAW1～AW4のｶﾞﾗｽの仕様が建具表と建具断
面詳細(2)で下記のようにくい違います。建具表を正と考え
て宜しいでしょうか。御指示下さい。
･建具表…FL10+L60+FL10
･建具断面詳細(2)…PT6+L60+PT6

A-8-02-7

AW53について、建具表にFIX部:FL4+L60+FL4、進入口:FL6と
ありますが、竪辷り出し窓部のｶﾞﾗｽの仕様が不明です。FIX
部同様FL4+L60+FL4と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い｡

A-8-02-8

AW104について、片開き窓部のｶﾞﾗｽの仕様が不明です。
FL8+L60+FL8と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい｡

A-8-02-8

AW77,AW78について、合せｶﾞﾗｽの中間膜の厚みが80milとあり
ますが、他の合せｶﾞﾗｽに倣い60milに読み替えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

A-8-01-2

2階AW110横にｻｯｼの図示がありますが、建具符号の記載が無
く建具詳細が不明です。建具符号及び建具詳細を御指示下さ
い。

AW-120 アルミ製FIX窓 2590×1500
仕様はAW-118に準じる。
建具姿は立面図参照。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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A -402

A -403

A -404

A -405

A -406

A -407

A-1-02-8
A-13-03-2

側溝および集水桝のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋仕様について、特記仕様書で
は材質がｽﾃﾝﾚｽと鋳鉄、適用荷重が歩行用のみとなっており
ますが、外構図及び新設工作物詳細図では材質はｽﾁｰﾙ、適用
荷重はT-2、T-14、T-25となっております。外構図及び新設
工作物詳細図の仕様を正とし特記なき限り細目 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ仕様
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

A-13-03-1
外構図 植栽帯に記載のある自然石ﾍﾞﾝﾁについて、仕様詳細
が不明です。御指示下さい。

A-13-01-1

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装構成について、特記仕様書ではｺﾝｸﾘｰﾄ:車路部
t=100･歩道部t=70 溶接金網入りですが、新設工作物詳細図
ではｺﾝｸﾘｰﾄt=150 再生砕石t=300となっております。新設工
作物詳細図を正とし、仕上はｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上、配筋要領は
D10 @200 ﾀﾃﾖｺﾀﾞﾌﾞﾙと考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

A-13-01-1
ｶﾗｰ舗装構成について、ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装同様と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

A-13-03-1

新設工作物詳細図(1) A-A断面図 H750～1500の擁壁施工範囲
について、防護柵設置範囲のL=9400と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

A-13-03-1
外構図 ﾊﾞﾙｸﾀﾝｸ置場横に記載のある舗装止縁石について、低
縁石と同仕様と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいいです。

西海園芸に問合せを行ってください。
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A -408

A -409

A -410

A -411

A-1-02-9

特記仕様書(9) 植栽工事 植栽基盤整備において、浸透性雨
水排水設備が適用となっておりますが詳細が不明です。御指
示下さい。

A-1-02-9

特記仕様書(9) 植栽工事において、移植及び再移植が適用と
なっておりますが、移植及び再移植の施工範囲が見受けられ
ません。本工事には該当無しと考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

A-13-01-1

外構図 植栽本数について、下記の様に相違します。平面図
本数を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
･ﾈﾑﾉｷ
　平面図:6本 植栽一覧表:5本
･ｳﾊﾞﾒｶﾞｼ
　平面図:43本 植栽一覧表:42本
･ｵｵﾔﾏﾚﾝｹﾞ
　平面図:48本 植栽一覧表:47本

A-13-03-1

外構図 植栽帯廻りの立上りについて、下記の不明点を御指
示下さい。
1)白抜き表記の範囲(下図赤色着色範囲)と
　砂利凡例表記(下図緑色着色範囲)が
　ありますが、双方共に積み石納まりと
　考えて宜しいでしょうか。

2)新設工作物詳細図(6)の断面図に
　記載の無い植栽帯範囲の断面形状は
　W400×H300と考えて宜しいでしょうか。

よろしいです。

適用無しです。

よろしいです。

植栽本数については別途指示します。
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A -412

A -413

A -414

A -415

A -416

A-13-03-2

新設工作物詳細図(2) 集水桝について、下記の不明点を御指
示下さい。
1)H寸法は外構図の管底ﾚﾍﾞﾙ･桝天ﾚﾍﾞﾙ
　によるとありますが、外構図にﾚﾍﾞﾙの
　表記がありません。H寸法はH=1000と
　考えて宜しいでしょうか。
2)配筋要領について、D10 @200と
　考えて宜しいでしょうか。

A-13-03-3

新設工作物詳細図(3) ﾊﾞﾙｸﾀﾝｸ置場について、下記の不明点
を御指示下さい。
1)ｺﾝｸﾘｰﾄ面の仕上について、天端･床は
　ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝、立上りは打放補修素地と
　考えて宜しいでしょうか。
2)点検用水密性扉について、ｽﾁｰﾙ製
　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗装2級仕上と
　考えて宜しいでしょうか。

A-13-01-1

外構図 教室棟北側植栽帯において、植栽符号『ｸ』が2本あ
りますが、植栽一覧表には符号『ｸ』はありません。植栽符
号『ｸ』が適用の場合、樹種を御指示下さい。

A-13-03-1
A-15-01-4

新設工作物詳細図(1) ｽﾛｰﾌﾟ納まりについて下記の不明点を
御指示下さい。
1)歩行者ｽﾛｰﾌﾟ及び階段の小口立上り仕上は
　打放補修素地と考えて
　宜しいでしょうか。
2)C-C断面図において、ｽﾛｰﾌﾟ法肩部に
　ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋新設 L=1100とありますが
　撤去工作物詳細図(2) 13.ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ撤去の
　L型側溝撤去範囲の12.0m範囲を
　蓋新設範囲と考えて宜しいでしょうか。

A-13-03-2

ｺﾝｸﾘｰﾄ塀、目隠しﾌｪﾝｽ基礎、擁壁の仕上について、透湿防水
型複層塗材E ゆず肌仕上と考えて宜しいでしょうか。ﾒｰｶｰ品
番と併せて御指示下さい。

同上

１）よろしいです。
２）よろしいです。

外装薄塗材E ゆず肌仕上 とします。

1）よろしいです。
2）同等品の二次製品を使用してください。

1）よろしいです。
2）よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -417

A -418

A -419

A -420

A -421

A -422

A -423

A-1-02-8

特記仕様書(8) ﾕﾆｯﾄ及びその他工事に記載のある下記項目に
ついて、施工範囲(員数)及び詳細が不明です。御指示下さ
い。
･30.旗竿受金物 ｽﾃﾝﾚｽ製
･35.柱ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ 衝撃吸収材
･48.点字鋲 ｽﾃﾝﾚｽﾎﾟﾘｶ打込ﾀｲﾌﾟ

A-1-11-1

仕上表(1) 外構に記載のある下記項目について、施工範囲
(員数)及び詳細が不明です。御指示下さい。
･一面ﾎﾟｰﾙ時計 ｽﾁｰﾙ 溶融亜鉛ﾒｯｷ
･入り口 ﾊﾞﾘｶｰ ｽﾃﾝﾚｽ既製品

-

外構工作物ｺﾝｸﾘｰﾄ強度について、特記なき限りFC21N S15(捨
てｺﾝｸﾘｰﾄ FC18N S15)と考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。

A-13-03-3
A-13-03-5

ﾊﾞﾙｸﾀﾝｸ置場、国旗掲揚ﾎﾟｰﾙ基礎仕上について、天端及び床
はｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上、立上りは打放補修素地と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

P-201

給排水衛生設備 浄化槽 一般構造図に記載のあるﾌﾞﾛｱ基礎に
ついて、下記の様に考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。
1)基礎根入れ寸法についてH=100と
　考えて宜しいでしょうか。
2)配筋要領について、D13 @200と
　考えて宜しいでしょうか。
3)地業について、捨てｺﾝｸﾘｰﾄ t=50
　砕石 RC-40 t=100と考えて
　宜しいでしょうか。

A-14-02-1

ｻｲﾝ詳細図(1) A-02:駐輪場誘導基礎及びA-03:駐車場誘導基
礎の配筋要領について、D13 @200 ｼﾝｸﾞﾙと考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

A-13-03-3

新設工作物詳細図(3) ｵｲﾙﾀﾝｸ基礎において、乾燥砂充填後の
ｽﾗﾌﾞ底面に防水施工との記載がありますが、防水仕様及び詳
細が不明です。御指示下さい。

スラブ底面の防水は削除します。
スラブ天端に防水モルタル塗りとしてください。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

削除します。

・一面ポール時計：電気工事とします。
・バリカー：削除します。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -424

A -425

A -426

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水共通質疑

1)AS防水露出でもあってもB-1仕様で計上でよろしいでしょ
うか
B-1だと各棟全てt60断熱材必要となります
2)体育館808㎡t60断熱材を見込み､他棟は不要と考えてよろ
しいでしょうか
 備考;体育館内外装の設計書に硬質ｳﾚﾀﾝﾎﾞｰﾄﾞt60 敷込記載
あります
が防水保証上分けられませんので､防水工事に共計上させて
いただけますか
3)床軽歩行用保護材の各棟適用､用途範囲があっていません｡
ご確認お願いします (ﾃﾗｽ床(ﾃﾞｯｷ部下部)すべて必要では?
4)上記の修正ありました　設計書の修正をご提示ください

1）前述
2）よろしいです。
3）デッキ下部は軽歩行用保護材不要です。
　 鋼製床下地の脚部分のみ増し張り等の補強を行ってくださ
い。

軒先軒樋共通
A-9-03-1～

軒樋塩ビシート防水ですが　現在仕様では特注色は不可能で
すよろしいでしょうか

よろしいです。

-
下記項目のﾒｰｶｰ品番を御指示下さい。
･北面入口ｹﾞｰﾄ

前述
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -427

A -428

仕様書(7)
Aｰ1-02-07

断熱材について

●断熱材吹き付け部が室内にあらわしとなる部分で内装不燃
の指定がある場合には母材とセットで不燃認定となる工法の
防火コートを施すと記載されている件で
１）上記防火コートの仕様をお教えください
(不燃ｳﾚﾀﾝ仕様が必要と思われます）
設計書での仕様ごとの数量区分もお願いします
またA-6-02-2断熱範囲（伏図）にて仕様と範囲特定お願いし
ます
参考　不燃コート　ｴｽｹｰ化研　ｾﾗﾀｲｶ2号U　t11
●断熱吹付部が室内に表しとなる部分に応じた着色を見込む
と記載
２）設計書塗装にて天井露出面積分があり、上記を断定しき
れません。特定した数量をご提示ください

1）仕様については参考仕様同党としてください。
　 範囲は後日追加図面を提出します。
2)「天井露出面積分」がルーバー天井でする場合、
　　ルーバー天上面積すべてを該当面積としてください、

外部軒天
耐火被覆ﾛｯｸｳｰﾙ吹

付
について

下記は体育館矩計図　A-3-03-2にて　雲印にて　ロックウー
ル吹付け＋防塵塗装と記載あります
（体育館は凡例にて記載）
１）防塵塗装の明細が設計書（数量書）無いように思われま
す
２）防塵塗装は仕様をお教えください
３）上記フィラーでしたら1回吹きで宜しいでしょうか
４）3棟にわたって該当箇所（外部　風圧かかる範囲）ある
と思わ
　　れます。
範囲のご指示とせ設計書の変更指示書をお願いします
追記：面積区分は必要ですが、ﾌｲﾗｰの場合ﾛｯｸｰﾙ吹に追加加
筆でお願いします

1）参考数量のため必要箇所は数量計算してください。
2）～(フィラー)
3)1回or2回
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -429

A -430

A -431

A -432

A -433

A -434

A -435

教室棟にて

嵌合立平葺きにて　さざ波加工が矩計A-3-01 記載されてい
ますが特記仕様書、設計内訳書にはありません。さざ波加工
を施すと理解してよろしいでしょうか

よろしいです。

A-9-04-1～
EXP・Jについて

設計書(数量書）にEXP。Ｊ及びその周辺の金物記載がありま
せん
明細追加をお願いします

【外部】
EU-150 耐火帯+EVｼｰﾄ　12.1m
EU-150C 耐火帯+EVｼｰﾄ　13.6m
H-757-APW 耐火帯+EVｼｰﾄ　27.1m
床カバー ｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷ仕上げ W=580　20.3m
【内部】
NBU-150　8.1m
NBU-200　13.4m
S15-ACWC 8.4m
床カバー ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ仕上げ W=310 10.8m

各棟木ルーバーについて

各棟の天井木ルーバーですがW450 t20
１枚板では、材料集めるのに無理があります。W150ｘ３にて
考えてよろしいでしょうか。
また固定方法は下部からW150に対し2か所SUSビス止めで宜し
いでしょうか

前述
固定方法は裏面からビス止めとしてください。

外部2~4階の目隠しルーバーが設計内訳書№49でH=4000
立面図A-2-03-1ではH2400です。　立面図を正で宜しいで
しょうか

よろしいです。

教室棟にて
外部１階の目隠しルーバーが設計内訳書№49でH=2400
立面図A-2-03-1ではH3400です。　立面図を正で宜しいで
しょうか

よろしいです。

教室棟にて
金属設計内訳書№50と54にて内外共最下行に　名称「物」1
式と記載あります、内容をお教えください

前述

教室棟にて

昇降設備図　A-10-01-1 にてかご仕様がSUSHLとなっていま
すがA10-01-3では化粧鋼板となっています。教室棟もSUSHL
と考えてよろしいでしょうか

よろしいです。

教室棟にて
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -436

A -437

A -438

A -439

A -440

A -441

A -442

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟にて

嵌合立平葺きにて　さざ波加工が矩計A-3-012記載されてい
ますが特記仕様書、設計内訳書にはありません。さざ波加工
を施すと理解してよろしいでしょうか？

よろしいです。

体育館にて
ギャラリーｱﾙﾐ製 H1300 平部手摺の手摺子間隔は100ﾋﾟｯﾁと
設定してよろしいでしょうか

よろしいです。

体育館にて

嵌合立平葺きにて　教室棟、メディアセンター棟にはさざ波
加工が矩計に記載されていますが　体育館A-3-03-1図には記
載されていません。不要と考えてよろしいでしょうか

体育館にて

設計内訳書№214　金属自立手摺にFUという記号ついていま
す（例：天端笠木:St FB-6×32 FU）FUの意味は　ﾌﾀﾙ酸塗装
込の事でしょうか
＝（塗装工事で手摺塗装ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ記載してますので塗装は含
まなくてよろしいでしょうか）

誤表記です。
手摺はｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ塗装とします。

体育館・武道場鋼製
床

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ仕上の範囲
について

１）床部に換気口、点検口が必要と思われますが、図中配置
ありません
必要であれば下記を計上してもよろしいでしょうか
体育館換気口ｱﾙﾐｴｰｽﾋﾟｯﾄ200x1000開閉式､防虫ﾒｯｼｭ付き 20か
所
体育館点検口600角 ｱﾙﾐ枠 鍵なし 2か所
武道場換気口ｱﾙﾐｴｰｽﾋﾟｯﾄ200x1000開閉式､防虫ﾒｯｼｭ付き 16か
所
武道場点検口600角 ｱﾙﾐ枠 鍵なし 2か所

A-11-03-4～7図に記載の通りです。

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟にて

内部仕上表A-1-11-2～　左下特記事項にて仕様ﾒｰｶｰ名記載あ
りますﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ（音楽ｽﾀｼﾞｵ）Interface　EastCoaste（日
本ｶﾀﾛｸﾞ無、海外調達品）
設計書該当箇所ですが№158のﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt6.5　136㎡に該当
すると考えてよろしいでしょうか

よろしいです。

ﾒﾃﾞｨｱｾﾝﾀｰ棟にて

設計内訳書№163ﾕﾆｯﾄにて{入)｣W2700×H1800　2か所と記載
さています。入)をUDｽﾗｲﾀﾞｰ曲面ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞと入替えてよろし
でしょうか。ご確認ください

前述
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -443

A -444

A -445

A -446

A -447

A -448

A -449

体育館・武道場鋼製
床

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ仕上の範囲
について

２）A-9-01-1　（７・８・27）　一般詳細図（１）にて
床端部緩衝材必要と思われますが、不要でしょうか
必要であれば下記を計上してもよろしいでしょうか
ｴｷｽﾊﾟﾝｼﾞｮｲﾝﾄｺﾞﾑ18x20   68m
※　体育館に武道館含め計上
３）上記必要となれば、設計書(数量書）への追記となりま
すので、変更設計書ご提示お願いします
※ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ及び鋼製床㎡単価に按分することは、避けさせて
いただきたいです。

上記の通りです。

体育館・武道場にて

設計書にて体育館　壁天然木複合壁材t15　533m2及び武道館
にて壁天然木複合壁材t15　176m2あります。これは仕上表
（A-1-11-1）の不燃天然木　杉　ｱﾄﾞｺｽﾐｯｸ同等でしょうか？
→アドミックt15では該当商品ありません
複合壁材＝構造用合板(杉）不燃　910x1820として計上して
宜しいでしょう

前述

武道館にて

設計内訳書№275 鉄骨附帯 にてﾌｧｲﾝﾌﾛｱｰ下地鉄骨の項目あ
りますが、数量記載ありません。数量ご指示お願いします
また仕上にファインフロアーの明細ありません

下地鉄骨：1.2ｔ
ファインフロアー：98.3㎡

武道館にて

ｱﾙﾐ製 H1600 手摺子間隔は100ﾋﾟｯﾁと設定してよろしいで
しょうか

前述

武道館にて
塔時計について

立面図凡例㉔ 塔時計:CITIZEN P-4430-1 同等品のALC補強要
領及び取付要領をご指示ください（立面図A-2-03-6）
明細追記表現の場合、追記方法もご指示ください

取付方法は時計メーカー仕様とします。
補強は開口補強に準じます。

武道館にて
塔時計について

立面図A-2-03-6凡例㉔ 塔時計:CITIZEN P-4430-1 同等品。
設計内訳書塔時計φ2500、CITIZEN P-4430-1 同等品
基本品番を正として考えてよろしいですか

電気工事とし、建築工事から削除します。

武道館にて

武道館型枠明細にて
人通孔項目が体育館と重複している思われます。
ご確認の上　明細修正方法ご指示ください　A-2-01-1

武道場に人通口は計上していません。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -450

A -451

A -452

A -453

A -454

A -455

A -456

水替え費にて

内訳書NO.562の共通仮設費に水替え費があります。
A-15-01-1図に地盤改良施工時に水替えを見込むことと記載
があります。
この水替えはディープウェルもしくは釜場排水のどちらで見
込むのか御指示願います。

地盤改良の施工が可能な適正な工法を選択してください。

フローリング材にて

A-1-02-7図の特記仕様書では単層フローリングｔ15×120×
1820ｍｍもしくは単板2ｍｍ以上の複合フローリングに代替
できるとあります。
記載同等寸法の複合フローリング　オーク単板3ｍｍ UVセラ
ミック塗装として宜しいでしょうか。

よろしいです。

体育館床下地鋼製床

体育館床下地鋼製床で図面A-9-01-1一般詳細図（1）にス
ポーツボードｔ12とありますが、A-11-03-4図他では針葉樹
合板ｔ12となっています。針葉樹合板ｔ12として宜しいで
しょうか。

よろしいです。

大階段
木パネルについて

A-2-03-7及びA9-02-1～6　大階段木パネルの件で
１）パネル1か所にて1枚の桧でしょうか、現在入手不可また
ソリの問題もあります。W150 ~200を突き合せにて構成する
パネルとして考えてよろしいでしょうか
２）裏面もキシラデﾃﾞｺｰﾙを施す事で宜しいでしょうか
３） 取付金物共の設計書(数量書）ですが、3次元にて数量
読み取れません。
数量のご指示（ブレース箇所数含め）いただけないしょうか

1）、2）前述
3）別紙参照

外構にて

設計内訳書別紙分　目隠しﾌｴﾝｽ基礎数量№308　、ｺﾝｸﾘｰﾄ塀
数量№310に数量０記載あります。上下数量から読み取り修
正してもよろしいでしょうか

目隠しフェンス基礎：0.02m3
コンクリート塀：0.03m3

外構ｺﾝｸﾘｰﾄ材にて
構造図仕様S-A02 の4節の単位水量180ｋｇ/m3は適応無しで
よろしいでしょうか？

185kg/ｍ3以下とします。

地盤改良にて

Ｓ-003図にて固化材の選定及び添加量の算定は室内配合試験
によるという記載があります。
見積時点では室内配合試験未実施につき、150kg/m3添加する
ものと考えて算出して宜しいでしょうか。

前述
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -457

A -458

A -459

A -460

A -461

A -462 軽量鉄骨壁下地にて

A-9-01-1図の14と15に有孔板の納まり詳細図があります。
その図面では石膏ボード+石膏ボード+グラスウール+有孔板
となっていますが、この納まりではグラスウールが潰れてし
まい、吸音効果が発揮できません。
石膏ボードとグラスウールの間に軽量鉄骨壁下地が必要です
が、内訳書にありません。
内訳の追加と考え、数量をご指示願います。

必要に応じて下地を設けてください。

フローリング

Ａ11-03-4～6図のスペシャルハイド カバｔ6塗装に関して、
1回塗りはウレタン樹脂ワニスとして宜しいでしょうか。

フローリングメーカーの仕様による。

軽量鉄骨天井下地にて

A-1-02-4図の特記仕様書にて、軽量鉄骨天井下地の大空間等
の天井下地材における耐震性を考慮した補強を行うとなって
いますが、設計内訳書には耐震軽量鉄骨天井下地の項目がな
く、一般の軽量鉄骨天井下地の項目しかありません。
各建屋の耐震軽量鉄骨天井下地の数量をご指示下さい。

本工事においては耐震軽量鉄骨下地はありません。

軽量鉄骨天井下地にて

A-1-02-4図の特記仕様書にて、軽量鉄骨天井下地の屋外の軒
天井、ピロティ等の耐風補強が有りとなっていますが、設計
内訳書内には軒天井の軽量鉄骨天井下地の項目がなく、一般
の軽量鉄骨天井下地の項目しかありません。
各建屋の軒天井の軽量鉄骨天井下地の数量をご指示下さい。

屋外の軽量鉄骨天井下地は全て耐風補強の対象です。

耐火塗装にて

A-1-02-6図の特記仕様書の塗装工事の耐火塗装にて、平滑に
仕上げると記載がありますが、耐火塗装を鏡面のように仕上
げることはできません。
平滑（ゆづ肌）仕上げと考えて宜しいでしょうか。

よろしいです。

軽量鉄骨壁下地にて

間仕切り壁の軽量鉄骨壁下地において、壁高さが5mを超える
箇所があります。
5mを超える場合、軽量鉄骨壁下地を受ける重量鉄骨が必要と
なりますが、内訳書にありません。
内訳の追加と考え、数量をご指示願います。

後日追加図面を提示します。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -463

A -464

A -465

A -466

A -464

A -465

A -466

A -467

A -465 石材

A-13-03-6図にて花壇の図面がありますが、石材の仕様が不
明です。
石材は丹波石と考えて宜しいでしょうか。

西海園芸に問合せを行ってください。

カラー舗装

A-13-01-1図の外溝図にてカラー舗装の記載がありますが仕
様が不明です。
弁柄密粒度アスコンと考えて宜しいでしょうか。

よろしいです。

集水桝

A-13-03-2図の10　集水桝の納まり図にて側面の厚みがt=100
となっていますので、肩肉圧会所と考えて宜しいでしょう
か。

よろしいです。

アスファルト舗装にて

A-13-03-2図の4　低縁石の納まり図にてアスファルト舗装の
仕様が細粒度ギャップと記載がありますが、細粒度ギャップ
は寒冷地仕様です。
一般の細粒度アスコンと考えて宜しいでしょうか。

アスファルト舗装にて

A-13-03-2図の4　低縁石の納まり図にて路床の仕様が粗粒材
80mm級t=150と記載がありますが、使用する材料は小栗と考
えて宜しいでしょうか。

よろしいです。

アスファルト舗装にて

A-13-03-2図の4　低縁石の納まり図にて路盤の仕様が粗粒材
40mm級t=250と記載がありますが、使用する材料はM-40と考
えて宜しいでしょうか。

よろしいです。

よろしいです。

内訳書Ｎo.305にU型側溝のU240のコンクリート蓋のタイプの
項目がありますが仕様が不明です。
JIS型落蓋式U型PC-3と考えて宜しいでしょうか。

廃瓦骨材利用
保水性舗装

A-13-03-5図の16 廃瓦骨材利用保水性舗装の納まり図にて路
盤の仕様が粗粒材40mm級t=150と記載がありますが、使用す
る材料はRC-40と考えて宜しいでしょうか。

よろしいです。

U型側溝

A-13-03-2図の9 U型側溝の納まり図にてU型側溝が北海道の
仕様となっていますので、和歌山県型道路側溝G250として宜
しいでしょうか。

よろしいです。

U型側溝

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

A -466

A -467

E -1

E -2

E -3

E -4

2回目の質疑回答時の回答する。

E-009～E-015

【電気設備】

E-018～021図面に記載の動力制御盤を本工事にて見込むこと。

平面図に記載している照明器具の配置を正とすること。

EM-CET250×2とすること。

器具表上部に記載しています階段ED×１台、O2×２台、倉庫
H2×４台について平面図に記載していなように思われますの
で、設置場所をご教授願います。

幹線リストのGL201について、EM-CET250×2となっています
が、EM-CET250×1ではないでしょうか。ご教授願います。

発電機の電気配線について仕様が不明の為、ご教授願いま
す。

工事説明書に動力盤の記載がありません。各動力分岐設備に
追加すると考えて宜しいでしょうか。ご教示お願い致しま
す。

E-045

E-017

設計書 No.373

よろしいです。A-1-02-2図の2 仮設工事の11 ライブカメラとありますが、
11の番号に○印がないので、11 ライブカメラの項目は全て
該当しないと考えて宜しいでしょうか。

ベンチ

内訳書Ｎo.332とA-13-01-1図にウリン材ベンチ及び自然石ベ
ンチの記載がありますが、詳細がありません。
仕様の詳細及び納まりを御指示下さい。

仮設工事

同上
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

E -5

E -6

E -7

E -8

E -9

E -10

E -11

E -12

動力分岐設備に動力制御盤を見込むこと。

A-2-03-5
内訳書№242

塔時計・ポール時計において、図面と内訳書で差異がありま
す。
・ポール時計：図面CITEZENKST-752C 750
　角、内訳書Φ1800
・A-2-03-5図750角を正と考えて宜しいで
　しょうか。
ご教示お願いします。

ポール時計：CITEZEN KST-752C
　　　　　　　　　　　　　　　→ KST-702C Φ700に読み換え
塔時計：CITEZEN TAM25-B25 P-4430-1 Φ2500
ともに電気工事とします。

E-089

開口補強が必要な開口は、建築工事とすること。

内訳書№373他

内訳書に動力盤の記載がありません。
各動力分岐設備に追加すると考えて宜しいでしょうか。
ご教示お願い致します。

E-004

E-004

E-059

建築工事とすること。

本工事とすること。

本工事とすること。

工事区分について基礎については建築工事と考えてよろしい
でしょうか。

T-G-2-2、T-G-3-1、T-G-3-2、T-G-4-1の盤について点線に
なっていますが端子盤は本工事と考えてよろしいでしょう
か。

EM-GI50/125-2Cケーブルについて光成端処理費も本工事と考
えてよろしいでしょうか。

塔時計・ﾎﾟｰﾙ時計において、図面と内訳書で差異がありま
す。
・ﾎﾟｰﾙ時計：図面CITEZENKST-752C 750角、内訳書Φ1800
・A-2-03-5図750角を正と考えてよろしいでしょうか。
ご教示お願いします。

工事区分について天井開口は本工事と考えてよろしいでしょ
うか。

内訳書(動力盤)
について

内訳書に動力盤の記載がありません。
各動力分岐設備に追加すると考えてよろしいでしょうか。
ご教示お願い致します。

動力分岐設備に動力制御盤を見込むこと。

内訳書及び
図面について

(塔時計・ﾎﾟｰﾙ時計)

前述
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -1

M -2

M -3

M -4

M -5

M -6

M -7

M -8

―

M-24

―

P-006、007、008

P-009～020
NO.505-507
NO.523-524
NO.542-543

M-015

M-015

M-18

【機械設備】

EHP-C-402の冷媒サイズＧです。
EHP-C-401の冷媒サイズＫですので追加計上して下さい。

40Aを正とします。

耐衝撃性硬質塩化ビニール管（HIVP）とします。

床下ピット部分をＶＰとし、それ以外を排水用硬質塩化ビニルラ
イニング鋼管とします。

高さは500Hとします。
また、グリースフィルターは不要とします。

よろしいです。

メインダクトから下に直接制気口を設置する形にしますので、
ネックのダクトのみ見込んで下さい。

よろしいです。

メディアセンター調理室のSUS製フードの高さが分かりませ
ん。ご教授ください。また、グリスフィルターは必要でしょ
うか？

換気のボックスはOAのみ保温を施工するという認識でよろし
いでしょうか？

武道場の吹出口SA 660CHM x44箇所のBOXの大きさが分かりま
せん。ご教示ください。

工事説明書で区分けされている武道場は体育館５階のY1～Y6
通りの部分とそれに関わる空調の室外機及び配管のみを指す
と考えてよろしいでしょうか？

EHP-C-402の系統ですが、冷媒サイズ記号がKとなっており、
液管18.5φ、ガス管31.75φとなっていますが、設計書
NO.492に同径の配管が計上されていません。別途計上してよ
ろしいでしょうか？

受水槽の引き込み管径は40A、定水位弁等は50Aとなっており
ますが、どちらを正とすればよろしいでしょうか？

排水・通気ともに、排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管と
硬質ポリ塩化ビニル管（VP）の記載がありますが、どのよう
に使い分けられているのかご教示ください。

排水水中ポンプ系統の配管材質は硬質ポリ塩化ビニル管
（VP）と考えてよろしいでしょうか？
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -9

M -10

M -11

M -12

M -13

M -14

M -15

M -16 MP-003

MP-002

A-6-01-1～4

―

MP-001

―

P-005

MP-001～003
A-1-02-1～9

よろしいです。

よろしいです。

設備単体で30カ所測定を見込んで下さい。

給水
全体共用：本館分岐～受水槽～加圧給水ポンプ～受水槽室
内
外構：メイン引込管より外構の散水栓系統分岐以降を外構工事
排水
建物工事：建物～排水桝接続まで
外構：桝以降で浄化槽まで
全体共用：浄化槽～水路まで
　　　　　　　浄化槽用の曝気ブロアー配管
              緊急用排水槽の通気管一式

鋳鉄蓋＋化粧蓋MHAとします。

工事区分表はないため、図示の範囲を本工事範囲と読み替え
て下さい。

体育館棟１Ｆにある浄化槽制御盤とします。
それ以外は標準色とします。

特記仕様書（３）空気調和設備　24.防振基礎において、送
風機の防振基礎は金属バネとなっていますが、今回ユニット
型の空調機は無いことから、この項目は該当無しと考えて宜
しいでしょうか。

工事説明書の全体共用と外構との区分けについて、特に給水
設備と排水設備の区分をご教示下さい。

枡番号７番の蓋仕様ですが、塩ビ蓋＋化粧蓋となっています
が、鋳鉄蓋＋化粧蓋MHAではないでしょうか？

特記仕様書(2) 一般共通事項 40他工事との工事区分におい
て、「図面に特記のない場合は別紙「工事区分表」による」
と記載されています。機械設備特記仕様書及び建築特記仕様
書に工事区分表がないため別紙「工事区分表」を頂けないで
しょうか。

建築図 1階～4階天井伏図において、ルーバー天井の部分が
ありますが、保温仕様は屋内露出と考えて宜しいでしょうか

棟分けはＥXP.Ｊ部と考えて宜しいでしょうか。

特記仕様書(1)　一般共通事項　13.室内空気中の化学物質の
濃度測定の項において、濃度測定については、建築工事主体
で行い、機械工事としては換気設備の運転を行なう等協力す
ることと考えて宜しいでしょうか。

特記仕様書(2) 一般共通事項 51その他において、「機器類
の塗装色は指定色とする」と記載されています。指定色とす
る機器を御教示願います。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -17

M -18

M -19

M -20

M -21

M -22

M -23

M -24

M -25

M-003
M-025

M-003
M-014
M-025

M-001
M-023

M-001
M-023

M-002
M-024

M-002
M-003

M-002
M-024

MP-002

MP-003

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

機器表を正として１台として下さい。

よろしいです。

よろしいです。

機器表を正として１台として下さい。

空調換気設備　機器表（１）・（２）において、EHP-C-
405、EHP-G-201､EHP-G-501にアクティブフィルター付属と
なっていますが、冷房能力22.4kW未満のため不要と考えて宜
しいでしょうか。

空調換気設備　機器表（2）において、EHP-C-403-3は天井カ
セット（2方向）となっていますが、平面図は天井カセット
（4方向）です。平面図を正とし、天井カセット（4方向）と
考えて宜しいでしょうか。

空調換気設備　機器表（3）において、EHP-M-102-1は1台と
なっていますが、平面図は2台あります。平面図を正とし、2
台と考えて宜しいでしょうか。

空調換気設備　機器表（3）においてEHP-M-202-1は3台と
なっていますが、平面図は2台しかありません。平面図を正
とし、2台と考えて宜しいでしょうか。

特記仕様書(2)　空気調和設備　2.室内許容騒音レベルの項
で、許容値を満たす消音装置は図示されていると考えて宜し
いでしょうか。

特記仕様書（３）換気設備　2.風量測定口において、今回工
事の換気フローは個別式で、中央式は有りません。風量測定
口は不要と考えて宜しいでしょうか。

空調換気設備　機器表（１）において、EHP-C-103-3は1台と
なっていますが、平面図は2台あります。平面図を正とし、2
台と考えて宜しいでしょうか。

空調換気設備　機器表（１）において、EHP-C-204は上部排
気フードがありませんが、同じ室外機置場に設置している
EHP-C-203は付属しています。EHP-C-204にも上部排気フード
を見込むと考えて宜しいでしょうか。

空調換気設備　機器表（2）において、EHP-C-404は上部排気
フードがありませんが、同じ室外機置場に設置しているEHP-
C-403は付属しています。EHP-C-404にも上部排気フードを見
込むと考えて宜しいでしょうか。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -26

M -27

M -28

M -29

M -30

M -31

M -32

M -33

M -34

M -35

M-007
M-012

M-007
M-019

M-007
M-016

M-018

M-003

M-005
M-011

M-005

M-007
M-011

設置するものとします。

よろしいです。

消音形ストレートシロッコファン　2100CMH×100Paとします。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

上記質疑においてレンジフードファンが必要な場合、RF-C-
101（職員室系統レンジフードファン）と同じ仕様と考えて
宜しいでしょうか。

体育館棟　空調換気設備　ダクト4階平面図において、FE-G-
403,404,405がそれぞれ2台ずつありますが、機器表に記載が
ありません。仕様をご指示願います。

上記質疑においてHEX-C-110を3台とする場合、風量は
350m3/hのままと考えて宜しいでしょうか。

空調換気設備　機器表（7）において、FE-C-201はストレー
トシロッコファンとなっていますが、平面図は天井扇となっ
ています。機器表を正とし、ストレートシロッコファンと考
えて宜しいでしょうか。

空調換気設備　機器表（7）において、FE-C-301はストレー
トシロッコファンとなっていますが、平面図は天井扇となっ
ています。機器表を正とし、ストレートシロッコファンと考
えて宜しいでしょうか。

空調換気設備　機器表（7）において、FE-G-104はストレー
トシロッコファンとなっていますが、平面図は天井扇となっ
ています。機器表を正とし、ストレートシロッコファンと考
えて宜しいでしょうか。

空調換気設備　機器表（7）において、FE-G-110はストレー
トシロッコファンとなっていますが、平面図は天井扇となっ
ています。機器表を正とし、ストレートシロッコファンと考
えて宜しいでしょうか。

教室棟　1階ダクト詳細図において、会議室にレンジフード
ファンのプロットがありますが、機器表に記載がありませ
ん。不要と考えて宜しいでしょうか。

空調換気設備　機器表（3）において、EHP-G-201､EHP-G-501
の備考欄にコンクリート基礎（建築工事）の記載がありませ
ん。設備工事において樹脂製置台を見込むと考えて宜しいで
しょうか。

空調換気設備　機器表（5）において、HEX-C-110は2台と
なっていますが、平面図は3台あります。平面図を正とし、3
台と考えて宜しいでしょうか。

M-013

―
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -36

M -37

M -38

M -39

M -40

M -41

M -42

M -43

M-019

MP-001
M-101～106

MP-001～003
A-1-02-2

MP-003

MP-003

MP-003

M-019

M-019

消火器本体は機械設備工事とします。
数量はABC消火器75本（リサイクルシール含む）とします。

設備の残土については、場内敷きならしとします。

よろしいです。

遮音シートは無しとします。

遮音シートは無しとします。

消音形ストレートシロッコファン　900CMH×100Paとします。

よろしいです。

設備工事で見込んで下さい。

特記仕様書(1)～(3)において、残土処分についての記載があ
りません。建築特記仕様書(2) 3.土工事では「構内指示の場
所に堆積」「場外に搬出し、関係法令に従い適切に処理す
る」の両方に〇がついていますが、「場外に搬出し、関係法
令に従い適切に処理する」と考えて宜しいでしょうか。

特記仕様書(3) 排水設備 7.遮音シートにおいて、「居室の
天井配管に遮音シートを巻く」と記載されていますが、設計
書には遮音工事の計上がありません。遮音工事は不要と考え
て宜しいでしょうか。

上記No.41にて、遮音工事が必要な場合、遮音シートの仕様
が不明です。サンダムシートS10と考えて宜しいでしょう
か。

上記No.41にて、遮音工事が必要な場合、遮音シートの必要
箇所が平面図、詳細図に図示、記載されていません。遮音
シートの必要箇所を御教示または遮音シートの必要箇所が分
かる図面を頂けないでしょうか。

育館棟　空調換気設備　5階　ダクト詳細図において、FE-G-
510が3台ありますが、機器表に記載がありません。仕様をご
指示願います。

体育館棟　空調換気設備　5階　ダクト図において、武道場
天井ダクトの保温仕様は、屋内露出仕上げと考えて宜しいで
しょうか。

体育館棟　空調換気設備　5階　ダクト図において、武道場
天井ダクトの吊り用鋼材、吊りピースは建築工事と考えて宜
しいでしょうか。

特記仕様書(1) 7)設備概要 消火設備において、消火器に
〇、消火系統図及び消火1～5階平面図において、消火器が図
示されていますが、数量書には消火器が計上されていませ
ん。消火器は別途工事と考えて宜しいでしょうか。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -44

M -45

M -46

M -47

M -48

M -49

M -50

M -51

P-002､003､004
MP-003

MP-003
P-201

MP-003

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

ペーパーライザーは発電機から電源供給しているため、自然気
化系統は無しとします。

2回目の質疑回答時に提示します。

よろしいです。給排水衛生設備 器具表(1)､(2)において、散水栓LF-13-13-
CVの主要付属品に散水栓ボックスと記載されていますが、外
構図では水栓柱の図示となっています。特記仕様書(3) 給水
設備 8水栓柱に〇がついていないことから散水栓の付属品は
器具表どおり散水栓ボックスと考えて宜しいでしょうか。

特記仕様書(3) し尿浄化槽設備 3.処理能力において、流入
BOD濃度が200mg/Lと記載されていますが、浄化槽図面では
180mg/Lと記載されています。浄化槽図面を正と考えて宜し
いでしょうか。

P-001
M-101

P-001

P-001

P-001､007､016

P-001
M-101

給排水衛生設備 機器表において、FP-001 屋内消火栓ポンプ
の能力が260l/min×60mと記載されていますが、消火機器表
では180l/min×80mと記載されています。消火機器表を正と
考えて宜しいでしょうか。

給排水衛生設備 機器表において、JP-001 補助加圧ポンプの
能力が15l/min×60mと記載されていますが、消火機器表では
20l/min×80mと記載されています。消火機器表を正と考えて
宜しいでしょうか。

ガスバルクの調整器について、ベーパーライザー系統以外
に、停電時を考慮して自然気化系統も必要でしょうか。

給排水衛生設備 機器表において、各棟に排水水中ポンプが
記載されていますが、ピット階平面図がなく、各棟における
排水水中ポンプの設置場所、ポンプアップ配管が不明です。
排水水中ポンプの設置場所、ポンプアップ配管が図示された
図面を頂けないでしょうか。

設置するものとします。

よろしいです。
国土交通省仕様が無い機器はメーカ標準品とします。

特記仕様書(3) 注記※3において、「空調・換気機器類の仕
様は、国土交通省仕様とする」と記載されていますが、給排
水衛生機器も国土交通省仕様と考えて宜しいでしょうか。

給排水衛生設備 機器表において、WT-1 受水槽の付属品に緊
急遮断弁80A×2(制御盤含む)と記載されていますが、メディ
アセンター 系統図(2)及びメディアセンター2階WC･受水槽
室･調理室廻り詳細図には緊急遮断弁が図示されていませ
ん。機器表どおり緊急遮断弁を設置すると考えて宜しいで
しょうか。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -52

M -53

M -54

M -55

M -56

M -57

M -58

よろしいです。

P-002､003

P-002､003､004
数量書No.560

上記にて、自然気化系統が必要な場合、2段1次調整器
100kg/hと考え宜しいでしょうか。またベーパーライザー出
口の2段2次調整器はメンテナンス及び故障時を想定して
100kg/h×2台、内1台は漏洩検知付きと考えて宜しいでしょ
うか。

P-001､014

P-002､012

P-002､012

P-002､003

P-001

給排水衛生設備 器具表(1)において、教室棟2～4階 多目的
WC(2)～(4)に、多機能トイレユニット（オストメイト付）を
設置となっていますが、教室棟2～4階WCまわり詳細図の多目
的WCにはオストメイトの図示がありません。参考型番どおり
のオストメイト付多機能トイレユニットと考えて宜しいで
しょうか。

給排水衛生設備 器具表(1)において、教室棟1階洗濯室に洗
濯パン、緊急止水栓付横水栓を1組設置と記載されています
が、教室棟 1階保健室まわり詳細図には図示がありません。
流し台のとなりに洗濯パンを設置すると考えて宜しいでしょ
うか。

メディアセンター 1階平面図にGT-M-001 グリーストラップ
が図示されていますが、P-001 機器表には記載がなく、設計
書にも計上されていません。グリーストラップの仕様、材
質、容量、蓋の仕様等をご教示願います。

給排水衛生設備 器具表(1)､(2)において、散水栓LF-13-13-
CVが記載されていますが、数量の記載がありません。外構図
及び数量書により散水栓は13個と考えて宜しいでしょうか。

給排水衛生設備 器具表(1)､(2)において、多機能トイレユ
ニットの品番がPTWC-AC181R2SSWと記載されていますが、品
番中の「2」は中水仕様のため多機能トイレユニットは中水
仕様となっています。本物件には中水を使用していないた
め、品番中の「2」を上水仕様の「1」に読替え、多機能トイ
レユニットの品番をPTWC-AC181R1SSWと考えて宜しいでしょ
うか。

給排水衛生設備 器具表(1)､(2)において、参考型番が記載さ
れていないシングルレバー混合水栓、単水栓が記載されてい
ます。参考型番を御教示願います。

M-50で回答。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

混合水栓：SF-HB442SYXA
単水栓：LF-E340SY

グリーストラップは不要とします。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -59

M -60

M -61

M -62

M -63

M -64

M -65

M -66

よろしいです。

P-004､017

P-003､016

P-004

P-004､009

P-004､014､016

P-004､016

外構図において、既設給水引込管撤去は無しと考えて宜しい
でしょうか。

P-004､014､015

P-004

よろしいです。

外構図において、会所桝64以降、敷地外水路へ放流と記載さ
れていますが水路までの距離が不明です。水路の位置または
水路までの距離を御教示願います。

給排水衛生設備 器具表(2)において、メディアセンター2階
多目的WC(2)に掃除流し1組を設置と記載されていますが、2
階WC･WC･受水槽室･調理室廻り詳細図には掃除流しの図示が
ありません。器具表どおり掃除流しを設置すると考えて宜し
いでしょうか。

体育館棟1階平面図に緊急用排水槽への排水管が図示されて
いますが、外構図と配管ルートが異なっています。外構図を
正と考えて宜しいでしょうか。

外構図において、敷地内給水本管100Aより50Aで分岐、メ
ディアセンターへと給水引込み配管が図示されていますが、
以降の引込み管がメディアセンター1階･2階平面図及び2階
WC・受水槽室・調理室まわり詳細図での受水槽まで図示され
ていません。給水引込み管の配管ルートが分かる図面を頂け
ないでしょうか。

外構図において、敷地内給水本管100Aより50Aで分岐、メ
ディアセンターへと給水引込み配管が図示されていますが、
2階WC・受水槽室・調理室まわり詳細図では給水引込み管の
配管口径が40Aと記載されています。給水引き込み管口径は
50Aと考えて宜しいでしょうか。

よろしいです。

2回目の質疑回答時に提示します。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

外構図において、ゴミステーションへの給水管が図示されて
いますが、教室棟1階平面図にもゴミステーションへの給水
管が図示されています。外構図での給水管を正と考えて宜し
いでしょうか。

メディアセンター1階WC･美術室廻り詳細図において、音楽練
習室からの排水管の接続桝が外構図及びメディアセンター1
階平面図に図示されていません。外構図での会所桝38～39間
に会所桝を設け接続すると考えて宜しいでしょうか。

歩道下水路まで5ｍ分を見込んで下さい。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -67

M -68

M -69

M -70

M -71

M -72

M -73

M -74

M -75

よろしいです。
（使用後はバキューム車での回収を想定）

2回目の質疑回答時に提示します。

よろしいです。

P-004､017

―

P-004､017～019

P-005

P-005

P-005､014

P-007､014､015

P-008､017～020

P-005

メディアセンター西側植栽帯用に25Aで給水を見込んで下さ
い。
（屋外バルブ止）

よろしいです。

メディアセンター 系統図(2)において、自動灌水系統の給水
管が記載されていますが、メディアセンター1階平面図及び1
階WC･美術室廻り詳細図には図示がありません。系統図の自
動灌水給水管は不要と考えて宜しいでしょうか。

体育館棟5階WCまわり詳細図において、排水（立）管が女子
WC(4)､多目的WC(4)､シャワー室系統と男子WC(4)､シャワー室
系統の2系統で図示されていますが、体育館棟系統図及び体
育館棟1～5階平面図では排水立管は1系統で図示されていま
す。体育館棟5階WCまわり詳細図にて、女子WC(4)､多目的
WC(4)､シャワー室系統立管に男子WC(4)､シャワー室系統を接
続すると考えて宜しいでしょうか。

外構図及び体育館棟1階に緊急用排水槽が図示されています
が、槽内に排水ポンプは不要と考えて宜しいでしょうか。

体育館系統のLPG配管に災害時対応のガスコンセント類は不
要と考えて宜しいでしょうか。

外構図において、ガスバルク置場から体育館棟へのLPG配管
が図示されていますが、体育館棟1～5階平面図にLPG配管が
図示されていません。体育館系統のLPG配管（2､5階GHP室外
機へのLPG配管）ルートの分ける図面を頂けないでしょう
か。桝リストにおいて、小口径桝及び汚水桝SC-4の蓋仕様が化粧
蓋T-25と記載されていますが、記載どおりT-25の仕様が必要
と考えて宜しいでしょうか。

桝リストにおいて、小口径桝の蓋仕様が塩ビ蓋+化粧蓋及び
鋳鉄製+化粧蓋T-25と記載されていますが、内蓋+化粧蓋と読
み替えて宜しいでしょうか。

桝リストにおいて、汚水桝SC-4の蓋仕様が鋳鉄蓋+化粧蓋
MHA、鋳鉄蓋+化粧蓋T-25と記載されていますが、化粧蓋のみ
と読み替えて宜しいでしょうか。

メディアセンター1階平面図において、室外機置場に会所桝
が2箇所図示されていますが、桝リストには記載がありませ
ん。会所桝31､32と同様、小口径桝と考えて宜しいでしょう
か。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -76

M -77

M -78

M -79

M -80

M -81

M -82

M -83

2回目の質疑回答時に提示します。

P-017､020

P-017､020

M-101
A-9-01-3

―

内訳明細書No488
M-002

P-016

P-017～019
設計書No.481

内訳明細書No488
M-001

よろしいです。2階WC・受水槽室・調理室まわり詳細図のWT-001弁リストに
おいて、定水位弁が1個とｌ記載されていますが、2個と考え
て宜しいでしょうか。

質疑No.30において、消火器が別途工事の場合、ガスバルク
及びLPGボンベ置場廻りの消火器も別途工事と考えて宜しい
でしょうか。（ガスバルク廻りはABC20型×3、LPGボンベ置
場はABC20型×1台ずつ必要です）

体育館棟1～5階平面図において、X1-X2,Y7-Y8のPSに浄化槽
の臭突管及び緊急用排水槽の槽通気管が図示されています
が、設計書No.481では硬質ポリ塩化ビニル管(VP)で計上され
ています。排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管(DVLP)と考
えて宜しいでしょうか。

体育館棟1階WC（外部）まわり詳細図の排水管100Aの行先
が、体育館棟1階平面図に図示されていません。1階WC（外
部）まわり詳細図からの排水管の行先の分かる図面を頂けな
いでしょうか

体育館棟1階WC（外部）まわり詳細図の水飲み場からの排水
の行先が、体育館棟1階平面図に図示されていません。1階WC
（外部）まわり詳細図及び水飲み場からの排水管の行先の分
かる図面を頂けないでしょうか

建築図 内部部分詳細図(1) 15 屋内消火栓詳細図において、
屋内消火栓扉の仕様が記載されていますが、消火機器表には
扉についての記載がありません。屋内消火栓は消火機器表ど
おりの一般仕様と考えて宜しいでしょうか。

設計書(内訳明細書)において、EHP-C-205-1は1台となってお
りますが、機械設備図 機器表は3台です。機械設備図 機器
表を正とし、3台と考えて宜しいでしょうか。

設計書(内訳明細書)において、EHP-C-403の冷房能力は
77.5kW・暖房能力は90.0kWとなっておりますが、機械設備図
機器表は45.0kW・50.0kWです。機械設備図 機器表を正と
し、45.0kW・50.0kWと考えて宜しいでしょうか。

よろしいです。
但し、表面は指定色塗装とします。

本工事で設置を見込んで下さい。
SUS製消火器BOX共

よろしいです。

2回目の質疑回答時に提示します。

よろしいです。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -84

M -85

M -86

M -87

M -88

M -89

M -90

M -91

内訳明細書No529
M-003

内訳明細書No529
M-003

内訳明細書No529
M-003

内訳明細書
No502,555

P-002

内訳明細書
No502,555

P-002

内訳明細書No489
M-002

内訳明細書No511
M-003

内訳明細書No516
M-006

設計書(内訳明細書)において、EHP-G-102は2台となっており
ますが、機械設備図 機器表は1台です。機械設備図 機器表
を正とし、1台と考えて宜しいでしょうか。

設計書(内訳明細書)において、散水栓は1個となっておりま
すが、機械設備図 機器表に記載がありません。設計書(内訳
明細書)を正とし、1個と考えて宜しいでしょうか。

よろしいです。

よろしいです。設計書(内訳明細書)において、EHP-G-101-1は2台となってお
りますが、機械設備図 機器表は4台です。機械設備図 機器
表を正とし、4台と考えて宜しいでしょうか。

設計書(内訳明細書)においてEHP-M-10-1は天井カセット（4
方向）と記載されておりますが、機械設備図 機器表は天井
隠蔽ダクトとなっております。機械設備図 機器表を正と
し、天井隠蔽ダクトと考えて宜しいでしょうか。

設計書(内訳明細書)において、HEX-M-203の送風量は500m3と
なっておりますが、機械設備図 機器表は550m3です。機械設
備図 機器表を正とし、550ｍ3と考えて宜しいでしょうか。

よろしいです。

設計書(内訳明細書)において、EHP-G-101-1冷房能力は
11.2kW・暖房能力は12.5kWとなっておりますが、機械設備図
機器表は5.6kW・6.3kWです。機械設備図 機器表を正とし、
5.6kW・6.3kWと考えて宜しいでしょうか。

よろしいです。

よろしいです。

設計書(内訳明細書)教室棟において、シャワーユニット2
組、実験用水栓20個、IHコンロ2個、武道場にシャワーユ
ニット2組が計上されていますが、器具表(1)備考にはシャ
ワーユニット、実験用水栓、IHコンロは建築工事と記載され
ています。器具表を正とし、シャワーユニット、実験用水
栓、IHコンロは建築工事と考えて宜しいでしょうか。

よろしいです。

上記にて本工事の場合、実験用水栓、IHコンロの参考型番を
御教示願います。

建築工事とします。

散水栓は13個とします。（M-50回答）
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -92

M -93

M -94

M -95

M -96

M -97

M -98

M -99

M -100 P-001

設計内訳書 NO.481

M-017,A-2-01-3

P-006～008
M-020～022

P-006～017

M-001～007
P-001～003

M-101

M-004,MP-002

P-002～004

P-001.P-014

機器類メーカー指定は無しと考えてよろしいでしょうか。 よろしいです。
但し、メンテナンスを考慮し国内メーカを基本として下さい。

教室体育館へのメイン管100Aとします。

上記質疑項目NO.8の給水管サイズとした場合、機器表加圧給
水ポンプの吐出量250L/minは過少と考えられます。給水ポン
プ吐出量をご教示ください。

加圧給水ポンプの吐出量は550L/minとします。

系統図に記載されているピット内排水設備について各平面図
に記載ありませんが適宜見込むものと考えてよろしいでしょ
うか。(排水PU,空調ドレン)

機器表記載のGHP-G-201-F他、輻射ﾊﾟﾈﾙﾕﾆｯﾄとありますがﾒｰ
ｶｰ型番をご教示下さい。

参考メーカ：エコジャパン株式会社
参考品番：ecowinHYBRID　特型 LOWBOY HL-A9EJ

器具表に散水栓LF-13-13-CVの記載ありますが個数の記載あ
りません。平面図には記載ありますので平面図の個数を正と
考えてよろしいでしょうか。また凡例より水栓柱と考えPVC
製H:1200としてよろしいでしょうか。

散水栓は13個とします。（M-55回答）
また、水栓柱ではなく、散水栓BOX（SB3VTN）とします。

P-014の1F平面図にGT-M001グリーストラップの記載がありま
すが、機器表にグリーストラップの記載がありません。平面
を正とするのであれば、グリーストラップの仕様をご教示く
ださい。

グリーストラップは不要とします。

X2-3,Y2-3通り間屋外階段踊り場のSA,RAダクトが通るは天井
有とし隠蔽ダクト仕様としてよろしいでしょうか。

よろしいです。

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ廻りの詳細図と各棟平面図（メイン管）の管サイ
ズが合致しておりません。平面図記載の教室系統配管サイズ
100A、体育館棟80Aを正とし、教室体育館へのメイン管100A
又は125Aと考えてよろしいでしょうか。

湧水ポンプアップ配管は2回目の質疑回答時に提示します。
空調ドレンは適宜見込んで下さい。

全体共用-排水設備（屋外）に地中配管50A～150Aの数量が記
載されておりますが、別外構項目にて150Aの記載もありま
す。上記NO.481部分数量の図中対象箇所をご教示ください

2回目の質疑回答時に提示します。
主な区分はM-9の通りです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -101

M -102

M -103

M -104

M -105

M -106

M -107

M -108

M -109

M -110 M-015

M-011～019
M023～028
M105～110
P-009～019
M-102～106

MP-002

MP-003

MP-002
M-011～12

MP-003

MP-003

MP-005,P-016

M-026,028

M-015

天井仕上げが木ルーバー部分の配管ダクトについては屋内露
出仕様でよろしいです。
また、天井内の塗装は不要とします。

上記質疑項目NO.10を屋内露出仕様とした場合、配管ダクト
保温仕上は
特記記載の通りSUSラッキング仕上としてよろしいでしょう
か。

アルミガラスクロスとします。

天井仕上げ木ルーバー部分の天井内機器類（室内機・換気機
器）の塩害
対策は対応ができません。メーカー標準仕様としてよろしい
でしょうか。

建物内の機器の耐塩については、メーカ標準とします。

天井仕上げが木ルーバー部分の配管ダクトについては屋内露
出仕様とし、建築工事にて天井内を一括EP塗装と考えてよろ
しいでしょうか。天井内塗装が各設備工事対応の場合はご指
示ください。

特記に記載の結露の恐れのある場所は教室棟各階学年スペー
ス、体育館1階メモリアルホール、2階体育館、4階卓球場、5
階武道場のみと考えてよろしいでしょうか。

よろしいです。

特記注記部分のメンテナンス用の機械室、免振階、屋上部分
点検デッキは設備工事では対応ができません。建築工事区分
としてよろしいでしょよろしいでしょうか。

設備配管類を乗り越える程度のタラップ（馬）程度で考えて下さ
い。
工事区分は設備工事とします。

特記換気設備項目に記載のグリス除去装置が機器表、平面図
に記載がありません。今回対象外としてよろしいでしょう
か。

よろしいです。

厨房用排水管の高温部SGP（黒）対象部分は調理室用排水枝
管50Aのみとしてよろしいでしょうか。

対象範囲は枝管部分でよろしいです。
材質はHTVPとして下さい。

GHP室外機用ドレン排水は最寄りのルーフﾄドレンに放流とし
てよろしいでしょうか。

よろしいです。

メディアセンター調理室のSUS製フードの高さが分かりませ
ん。ご教授ください。また、グリスフィルターは必要でしょ
うか？

高さは500Hとします。
また、グリースフィルターは不要とします。

換気のボックスはOAのみ保温を施工するという認識でよろし
いでしょうか？

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -111

M -112

M -113

M -114

M -115

M -116

M -117

M -118 P-016

M-18

―

M-24

―

M-18

―

M-18

武道場の吹出口SA 660CHM x44箇所のBOXの大きさが分かりま
せん。ご教か？

メインダクトから下に直接制気口を設置する形にしますので、
ネックのダクトのみ見込んで下さい。

武道場の吹出口SA 660CHM x44箇所のBOXの大きさが分かりま
せん。ご教示ください。

メインダクトから下に直接制気口を設置する形にしますので、
ネックのダクトのみ見込んで下さい。

空調ダクトはSAのみ保温を施工するという認識でよろしいで
しょうか？

よろしいです。

チャンバーリスト５階にあるGHP-G-501-1,2,3につながる
チャンバーの種別はSAでよろしいですか？

よろしいです。

設計書で区分けされている武道場は体育館５階のY1～Y6通り
の部分とそれに関わる空調の室外機及び配管のみを指すと考
えてよろしいでしょうか？

よろしいです。

EHP-C-402の系統ですが、冷媒サイズ記号がKとなっており、
液管18.5φ、ガス管31.75φとなっていますが、設計書
NO.492に同径の配管が計上されていません。別途計上してよ
ろしいでしょうか？

EHP-C-402の冷媒サイズＧです。
EHP-C-401の冷媒サイズＫですので追加計上して下さい。

空調配管の設計書に加湿給水用の弁類を計上する項目があり
ません。別途計上してよろしいでしょうか？

受水槽の引き込み管径は40A、定水位弁等は50Aとなっており
ますが、どちらを正とすればよろしいでしょうか？

40Aを正とします。

よろしいです。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -119

M -120

M -121

M -122

M -123

M -124

M -125

系統図に記載されているピット内排水設備について各平面図
に記載ありませんが適宜見込むものと考えてよろしいでしょ
うか。(排水PU,空調ドレン)御指示ください。

グリーストラップは不要とします。

P-001.P-014

P-006～008
M-020～022

―

P-005

M-001～007
P-001～003

M-101

M-004,MP-002

P-002～004

P-014の1F平面図にGT-M001グリーストラップの記載がありま
すが、機器表にグリーストラップの記載がありません。平面
を正とするのであれば、グリーストラップの仕様を御指示く
ださい。

枡番号７番の蓋仕様ですが、塩ビ蓋＋化粧蓋となっています
が、鋳鉄蓋＋化粧蓋MHAではないでしょうか？

鋳鉄蓋＋化粧蓋MHAとします。

機器類メーカー指定は無しと考えてよろしいでしょうか。御
指示ください。

よろしいです。
但し、メンテナンスを考慮し国内メーカを基本として下さい。

機器表記載のGHP-G-201-F他、輻射ﾊﾟﾈﾙﾕﾆｯﾄとありますがﾒｰ
ｶｰ型番を御指示ください。

参考メーカ：エコジャパン株式会社
参考品番：ecowinHYBRID　特型 LOWBOY HL-A9EJ

器具表に散水栓LF-13-13-CVの記載ありますが個数の記載あ
りません。平面図には記載ありますので平面図の個数を正と
考えてよろしいでしょうか。また凡例より水栓柱と考えPVC
製H:1200としてよろしいでしょうか。御指示ください。

散水栓は13個とします。（M-55回答）
また、水栓柱ではなく、散水栓BOX（SB3VTN）とします。

設計書の全体共用と外構との区分けについて、特に給水設備
と排水設備の区分をご教示下さい。

給水
全体共用：本館分岐～受水槽～加圧給水ポンプ～受水槽室
内
外構：メイン引込管より外構の散水栓系統分岐以降を外構工事
排水
建物工事：建物～排水桝接続まで
外構：桝以降で浄化槽まで
全体共用：浄化槽～水路まで
　　　　　　　浄化槽用の曝気ブロアー配管
              緊急用排水槽の通気管一式

湧水ポンプアップ配管は2回目の質疑回答時に提示します。
空調ドレンは適宜見込んで下さい。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -126

M -127

M -128

M -129

M -130

M -131

M -132

M -133

M -134

全体共用-排水設備（屋外）に地中配管50A～150Aの数量が記
載されておりますが、別外構項目にて150Aの記載もありま
す。上記NO.481部分数量の図中対象箇所を御指示ください。

X2-3,Y2-3通り間屋外階段踊り場のSA,RAダクトが通るは天井
有とし隠蔽ダクト仕様としてよろしいでしょうか。御指示く
ださい。

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ廻りの詳細図と各棟平面図（メイン管）の管サイ
ズが合致しておりません。平面図記載の教室系統配管サイズ
100A、体育館棟80Aを正とし、教室体育館へのメイン管100A
又は125Aと考えてよろしいでしょうか。御指示ください。

上記質疑項目NO.8の給水管サイズとした場合、機器表加圧給
水ポンプの吐出量250L/minは過少と考えられます。給水ポン
プ吐出量を御指示ください。

天井仕上げが木ルーバー部分の配管ダクトについては屋内露
出仕様とし、建築工事にて天井内を一括EP塗装と考えてよろ
しいでしょうか。天井内塗装が各設備工事対応の場合はご指
示ください。

上記質疑項目NO.10を屋内露出仕様とした場合、配管ダクト
保温仕上は特記記載の通りSUSラッキング仕上としてよろし
いでしょうか。御指示ください。

天井仕上げ木ルーバー部分の天井内機器類（室内機・換気機
器）の塩害対策は対応ができません。メーカー標準仕様とし
てよろしいでしょうか。御指示ください。

特記に記載の結露の恐れのある場所は教室棟各階学年スペー
ス、体育館1階メモリアルホール、2階体育館、4階卓球場、5
階武道場のみと考えてよろしいでしょうか。御指示くださ
い。

特記注記部分のメンテナンス用の機械室、免振階、屋上部分
点検デッキは設備工事では対応ができません。建築工事区分
としてよろしいでしょうか。御指示ください。

MP-002
M-011～12

設計内訳書　NO.481

M-017,A-2-01-3

MP-002

MP-003

P-006～017

MP-003

P-001

M-011～019
M-023～028
M-105～110
P-009～019
M-102～106

2回目の質疑回答時に提示します。
主な区分はM-9の通りです。

よろしいです。

教室体育館へのメイン管100Aとします。

加圧給水ポンプの吐出量は550L/minとします。

天井仕上げが木ルーバー部分の配管ダクトについては屋内露
出仕様でよろしいです。
また、天井内の塗装は不要とします。

アルミガラスクロスとします。

建物内の機器の耐塩については、メーカ標準とします。

よろしいです。

設備配管類を乗り越える程度のタラップ（馬）程度で考えて下さ
い。
工事区分は設備工事とします。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -135

M -136

M -137

M -138

M -139

MP-005,P-016

M-026,028

特記換気設備項目に記載のグリス除去装置が機器表、平面図
に記載がありません。今回対象外としてよろしいでしょう
か。御指示ください。

厨房用排水管の高温部SGP（黒）対象部分は調理室用排水枝
管50Aのみとしてよろしいでしょうか。御指示ください。

GHP室外機用ドレン排水は最寄りのルーフﾄドレンに放流とし
てよろしいでしょうか。御指示ください。

MP-003

衛生器具類の
工事区分について

A-1-12-2　付属従物表にて教室棟の保健室・洗濯室に洗面化
粧台とありますが、P-002～003の衛生器具表には洗面化粧台
の記載がありません。
他にも衛生器具表と付属従物表で器具の有無について差異が
あります。機械設備工事としては衛生器具表に従って器具を
見積もると考えそれ以外の衛生器具は建築工事または別途工
事と考えてよろしいでしょうか。
ご指示ください。

グリーストラップについて

1)機械設備図面MP-003の排水設備に
　ｸﾞﾘｰｽ阻集器として工場製作品(SUS製)となっておりますが
給排
　水衛生設備機器表には記載がありません。
　別途工事と考えてよろしいでしょうか。
2)メディアセンター棟の1階平面図(P-014)において
　屋外にGTと表記があり、GT-M 001という番号が振られてい
ます
　が機器表に記載がありません。
　別途工事と考えてよろしいでしょうか。
3)上記1)及び2)について、機械設備本工事とされる場合
　ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟの詳細についてご指示ください。

グリーストラップは不要とします。

よろしいです。

対象範囲は枝管部分でよろしいです。
材質はHTVPとして下さい。

よろしいです。

よろしいです。
その他質疑で回答している内容については、本工事で見込ん
で下さい。
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回             答質    疑    事    項図 面 番 号番 号

M -140

M -141
消火器及び

消火器ボックス
の工事区分について

1)消火設備の凡例図(M-101)では角棟の各フロアに消火器
　ABC10型を設置するようあり、特記仕様書(MP-001)で消
　火器に〇印があります。
　意匠設備の特記仕様書(A-1-02-8)にも消火器に〇印があ
　り図示によると記載があります。
　意匠設備の内部部分詳細図(1)(A-9-01-3)に消火器ﾘｽﾄが
  ありますが消火器本体は別途工事、屋内消火栓ﾎﾞｯｸｽ壁
  埋込型は設備工事、消火器ﾎﾞｯｸｽ壁埋込型及び置型は建
  築工事とあります。
  消火器及び消火器ﾎﾞｯｸｽの工事区分についてご指示くだ
  さい。
2)また消火器ﾘｽﾄと消火設備凡例図と台数が異なります。
  上記の工事区分について本工事とされる場合、台数に
  ついてご指示ください。

屋外雨水排水
の工事区分について

各棟の系統図(P-006～008)に記載の排水系統は汚水・雑排水
系統しかなく外構図(P-004)に記載の桝は汚水桝のみとなっ
ております。
意匠図(A-13-02-1及びA-13-03-2)では屋外側溝、丸型水路、
集水桝が記載されております。
以上より屋外雨水排水工事は建築工事と考えてよろしいで
しょうか。
ご指示ください。

建物及び屋外の雨水設備は建築工事とする。

消火器本体は機械設備工事とします。
数量はABC消火器75本（リサイクルシール含む）とします。
また、質疑M-81のガスバルクまわりの消火器も本工事で見込ん
で下さい。


